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「
仮
名
書
梵
網
経
菩
薩
戒
（
仮
称
）」
翻
刻
（
そ
の
一
）

加
藤　

浩
司

は
じ
め
に

こ
こ
に
翻
刻
し
紹
介
す
る
「
仮
名
書
梵
網
経
菩
薩
戒
（
仮
称
）」
と

い
う
資
料
は
、
加
藤
が
十
五
年
ほ
ど
前
に
と
あ
る
古
書
店
か
ら
購
入
し

た
江
戸
後
期
頃
の
刊
本
「
両
点
本
法
華
経
」
全
八
帖
の
う
ち
、
第
二
帖

の
裏
面
に
ほ
ぼ
全
帖
に
渡
り
書
写
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
加
藤
は

二
年
ほ
ど
前
ま
で
そ
こ
に
何
か
が
書
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
気
が
つ

い
て
い
た
も
の
の
、
表
側
の
「
両
点
本
法
華
経
」
の
方
を
調
査
対
象
と

し
て
利
用
す
る
の
み
で
、
裏
面
の
本
文
を
き
ち
ん
と
読
む
こ
と
を
怠
っ

て
い
た
。

と
こ
ろ
が
た
ま
た
ま
何
か
の
関
係
で
再
度
そ
の
「
両
点
本
法
華
経
」

を
調
べ
、
目
的
の
調
査
を
終
え
て
、
ふ
と
第
二
帖
の
裏
側
に
ほ
と
ん
ど

平
仮
名
で
書
か
れ
て
い
た
本
文
を
「
読
も
う
」
と
意
識
し
て
読
み
始
め

た
と
こ
ろ
、
奇
妙
な
点
に
気
づ
い
た
。
変
な
箇
所
に
濁
点
が
あ
る
の
で

あ
る
。

読
み
進
め
て
行
く
に
従
い
、
そ
の
よ
う
な
濁
点
は
単
な
る
間
違
い
で

打
た
れ
た
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
頻
繁
に
、
か
つ
規
則
的
に
出

現
し
て
い
た
。
そ
の
と
き
私
が
想
起
し
た
の
は
か
つ
て
名
古
屋
大
学
大

学
院
時
代
に
高
山
倫
明
先
生
か
ら
教
え
を
受
け
た
清
濁
に
関
す
る
一
説

で
あ
る
。
そ
れ
は
早
田
輝
洋
氏
の
説
で
、
過
去
の
日
本
語
で
は
無
声
有

声
の
対
立
の
あ
る
カ
サ
タ
ハ
行
の
子
音
は
語
中
尾
に
お
い
て
全
て
有
声

音
で
実
現
し
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
清
濁
の
対
立
は
入
り
渡
り
鼻
音
の
有

無
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
て
い
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
よ
う

な
現
象
は
現
代
の
東
北
方
言
等
に
も
一
部
存
在
す
る
と
い
う
。

本
資
料
で
は
、
語
中
尾
に
お
い
て
、
現
代
共
通
語
で
は
清
音
で
あ
る

音
が
、
非
常
に
し
ば
し
ば
、
濁
点
の
付
け
ら
れ
た
形
で
表
記
さ
れ
て
い

た
。
私
は
直
感
的
に
、
早
田
氏
の
想
定
し
た
よ
う
な
日
本
語
、
ま
た
は

東
北
方
言
の
よ
う
な
日
本
語
を
、
現
代
共
通
語
の
よ
う
に
単
に
無
声
有

声
の
対
立
を
清
濁
の
対
立
と
し
て
捉
え
表
記
す
る
人
間
が
、
耳
で
聞
い

て
写
し
取
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
、
と
感
じ
た
の
で
あ
る
。

音
韻
史
・
表
記
史
の
分
野
に
は
疎
い
身
な
が
ら
、
驚
い
た
私
は
そ
の

後
、
本
資
料
に
つ
き
調
査
を
始
め
る
と
と
も
に
、
並
行
し
て
翻
刻
し
始

め
た
。
表
側
の
「
両
点
本
法
華
経
」
自
体
無
刊
記
の
本
で
あ
り
、
明
確
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な
刊
行
年
や
発
行
者
は
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
た
め
現
時
点
で
十
分
に
解

明
で
き
な
い
事
実
も
多
い
が
、
ま
ず
は
本
資
料
を
紹
介
し
、
諸
賢
に
本

資
料
の
姿
を
伝
え
、
本
資
料
が
い
か
な
る
日
本
語
を
反
映
し
た
も
の
で

あ
る
か
を
判
断
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
、
こ
こ
に
翻
刻
し
紹
介
す

る
次
第
で
あ
る
。

な
お
、
本
誌
で
は
許
さ
れ
た
紙
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
四
回
程
度

に
分
け
て
掲
載
す
る
こ
と
を
お
許
し
願
う
。

一　

本
資
料
表
側
「
両
点
本
法
華
経
」
の
書
誌

本
資
料
は
「
両
点
本
法
華
経
」（
大
型
本
八
帖
）
の
第
二
帖
裏
面
に

ほ
ぼ
全
面
に
渡
っ
て
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
は

表
側
の
「
両
点
本
法
華
経
」
に
つ
い
て
そ
の
書
誌
を
記
す
こ
と
と
す
る
。

外
形　

縦
二
十
七
・
八
セ
ン
チ
、
横
九
・
〇
セ
ン
チ
の
縦
長
で
大
型
の

整
版
本
。
折
本
八
帖
。

表
紙　

薄
い
杉
板
を
芯
に
し
た
紺
色
表
紙
。
原
装
。
表
紙
の
裏
側
に

は
料
紙
を
直
接
貼
り
付
け
て
い
る
。

外
題　

左
上
部
、
四
周
双
辺
の
元
題
箋
に
「（
輪
宝
紋
）
妙
法
蓮
華

經
巻
一
（
～
八
）　

兩
點
」
と
あ
り
。
題
箋
は
帖
に
よ
り
一

部
な
い
し
全
部
欠
落
。

内
題　
「
妙
法
蓮
華
經
序
品
第
一　

一
（
～
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第

二
十
五　

八
）」「
妙
法
蓮
華
経
巻
第
一
（
～
八
、
尾
題
）」

料
紙
・
版
式　

縦
二
十
七
・
八
セ
ン
チ
、
横
四
十
一
～
四
十
二
セ
ン

チ
の
雲
母
刷
鳥
の
子
様
の
紙
を
張
り
合
わ
せ
九
セ
ン
チ
幅
で

折
本
仕
立
て
と
し
た
も
の
。
一
折
毎
四
行
一
行
毎
十
七
字
詰
。

字
高
十
九
・
〇
～
五
セ
ン
チ
。

　

刊
記　

な
し
、
た
だ
し
以
下
の
書
き
入
れ
あ
り
。

巻
一
（
頭
書
空
白
部
分
に
一
折
に
一
～
三
字
ず
つ
、
以
下
「
＼
」

は
折
の
変
わ
り
目
を
示
す
）「
朔
日　

爲
＼
禪
＼
法
＼
賢
＼

隆
＼
首
＼
座
＼
長
＼
泉
＼
寺
什
＼
物
奉
＼
納
寄
＼
附
者
＼
九

世
＼
梅
峰
＼
代
料
＼
漆
八
＼
巻
之
＼
内
」（
以
下
所
々
に
「
二

日
～
四
日
」）

巻
二
（
表
紙
見
返
し
部
分
に
）「
爲
翠
顔
妙
柳
大
姉
菩
提
」（
頭
書

空
白
部
分
に
）「
五
日
」（
以
下
所
々
に
「
六
日
～
八
日
」）

巻
三
（
頭
書
空
白
部
分
に
）「
九
日
」（
以
下
所
々
に
「
十
日
～

十
二
日
」）

巻
四
（
頭
書
空
白
部
分
に
）「
十
三
日
」（
以
下
所
々
に
「
十
四
日

～
十
六
日
」）

巻
五
（
頭
書
空
白
部
分
に
一
折
に
一
～
三
字
ず
つ
、
な
お
「
十九

」

は
「
十
」
を
見
せ
消
ち
と
し
右
傍
に
「
九
」
と
訂
正
し
て
あ

る
こ
と
を
示
す
）「
十
七
日　

爲
＼
禪
＼
法
＼
賢
＼
隆
＼
首

＼
座
＼
長
＼
泉
＼
十九

＼
世
＼
梅
＼
峰
＼
代
＼
料
＼
漆
＼
什
＼

物
＼
八
＼
巻
＼
之
＼
内
＼
長
＼
泉
＼
寺
＼
法
＼
用
」（
以
下

所
々
に
「
十
八
日
～
廾
日
」）

巻
六
（
頭
書
空
白
部
分
に
一
折
に
一
～
三
字
ず
つ
）「
廾
一
日　

爲
＼
禪
＼
法
＼
賢
＼
隆
＼
首
＼
座
＼
長
＼
泉
＼
寺
＼
什
＼
物

＼
寄
＼
附
＼
奉
＼
納
＼
九
＼
世
＼
梅
＼
峰
＼
代
＼
料
＼
漆
＼

八
＼
巻
＼
之
＼
内
」（
以
下
所
々
に
「
廾
二
日
～
廾
四
日
」）
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巻
七
（
頭
書
空
白
部
分
に
一
折
に
一
～
三
字
ず
つ
）「
廾
五
日　

爲
＼
禪
＼
法
＼
賢
＼
隆
＼
首
＼
座
＼
長
＼
泉
＼
寺
＼
什
＼
物

＼
九
世
＼
梅
＼
峰
＼
代
＼
料
＼
漆
＼
奉
＼
納
＼
寄
＼
附
＼
八

＼
巻
＼
之
＼
内
」（
以
下
所
々
に
「
廾
六
日
～
廾
七
日
」）

巻
八
（
頭
書
空
白
部
分
に
一
折
に
一
～
三
字
ず
つ
）「
廾
八
日　

爲
＼
禪
＼
法
＼
賢
＼
隆
＼
首
＼
座
＼
長
泉
＼
寺
什
＼
物
梅
＼

峰
代
＼
料
漆
＼
奉
納
＼
寄
附
＼
八
巻
＼
之
内
」（
以
下
所
々

に
「
廾
九
日
～
晦
日
」）

刊
記
が
な
い
た
め
刊
行
年
や
発
行
者
は
不
明
で
あ
る
。

田
島
毓
堂
先
生
著
『
法
華
経
為
字
和
訓
の
研
究
』（
風
間
書
房

一
九
九
九
刊
）
の
「
終
章　

あ
と
が
き
に
か
へ
て
」
の
「
八　

両
点
本

法
華
経
」（
同
書
一
二
五
三
～
一
二
五
九
頁
）
に
は
こ
の
種
の
「
両
点

本
法
華
経
」
と
し
て
十
種
が
簡
単
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
刊
記
の
あ
る

刊
本
は
二
種
の
み
で
、
同
書
一
二
五
九
頁
に
あ
る
「
⑥
妙
法
蓮
華
経　

改
正
新
版
両
点
句
読
（
中
型
八
冊　

平
楽
寺
版　

万
延
二
年
一
八
六
一

改
刻　

名
古
屋
大
学
蔵
）」
が
最
古
の
刊
記
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

他
に
明
治
十
一
〔
一
八
七
八
〕
年
刊
本
（
同
頁
⑩
）
も
あ
る
が
、
万

延
二
年
刊
本
の
刊
記
に
「
改
正
新
版
」「
改
刻
」
と
あ
る
の
を
見
れ
ば
、

そ
れ
以
前
か
ら
こ
う
し
た
「
両
点
本
法
華
経
」
が
既
に
刊
行
さ
れ
て
い

た
も
の
と
推
定
さ
れ
、
江
戸
後
期
に
は
既
に
普
及
し
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。特

に
そ
の
う
ち
六
種
類
に
つ
い
て
は
影
印
が
示
さ
れ
て
い
る
た
め
比

較
し
た
と
こ
ろ
、
一
二
五
四
頁
下
段
に
示
さ
れ
た
「
架
蔵
大
乗
妙
典
無

刊
記
両
点
本
法
華
経
」
だ
け
が
内
題
の
部
分
に
「（
前
略
）
序
品
第

一　

一
」
と
巻
数
を
示
す
漢
数
字
が
や
や
離
れ
て
刻
さ
れ
て
お
り
、
本

資
料
表
側
の
「
両
点
本
法
華
経
」
と
共
通
し
て
い
る
。
た
だ
し
こ
の
影

印
は
一
二
五
九
頁
に
示
さ
れ
て
い
る
「
⑧
大
乗
妙
典
（
二
冊
中
型
本　

架
蔵
）」
に
当
た
る
と
考
え
ら
れ
、「
二
冊
（
帖
？
）
中
型
本
」
で
あ
る

点
が
本
「
両
点
本
法
華
経
」
が
八
帖
大
型
本
で
あ
る
点
と
異
な
り
、
版

面
は
共
通
し
て
も
同
じ
刊
本
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
書
き
入
れ
の
う
ち
、
日
付
は
月
毎
の
勤
行
日
ら
し
い
が
、
本

経
寄
付
の
趣
旨
を
記
し
た
中
に
「
禪
法
賢
隆
首
座
」
と
い
う
僧
名
、「
長

泉
寺
」
と
い
う
寺
名
、「
九
世
梅
峰
」
と
い
う
僧
？
名
が
、
ま
た
表
紙

の
見
返
し
部
分
に
故
人
の
「
翠
顔
妙
柳
大
姉
」
と
い
う
戒
名
な
ど
、
い

く
つ
か
の
固
有
名
詞
が
現
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
種
々
調
査

し
て
み
た
が
、
現
時
点
で
は
特
定
の
時
代
・
地
域
・
寺
院
・
人
物
等
に

ま
で
到
達
で
き
て
い
な
い
。
諸
賢
の
教
示
を
請
う
。

二　

本
資
料
「
仮
名
書
梵
網
経
菩
薩
戒
（
仮
称
）」
に
つ
い
て

次
に
本
資
料
「
仮
名
書
梵
網
経
菩
薩
戒
（
仮
称
）」
自
体
に
つ
い
て

示
す
。

本
資
料
は
前
述
し
た
「
両
点
本
法
華
経
」
第
二
帖
の
裏
面
に
、
表
面

と
は
前
後
を
逆
に
、
裏
表
紙
か
ら
二
折
目
ま
で
は
空
白
の
ま
ま
と
し
、

三
折
目
か
ら
書
写
し
始
め
、
百
四
十
四
折
目
ま
で
書
写
し
て
あ
る
。
墨

付
部
分
は
合
計
百
四
十
二
折
分
で
あ
り
、
残
っ
た
表
表
紙
ま
で
の
六
折

分
は
空
白
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。

外
題
は
む
ろ
ん
な
く
、
内
題
も
は
っ
き
り
し
な
い
。
本
文
は
一
折
に
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つ
き
五
～
七
行
、
一
行
三
十
～
四
十
字
程
度
で
、
ほ
と
ん
ど
平
仮
名
で

書
写
さ
れ
て
い
る
が
、
稀
に
「
上
」「
正
」「
京
」
な
ど
の
簡
単
な
漢
字

が
混
じ
っ
て
い
る
。
そ
の
他
朱
墨
（
稀
に
黒
墨
）
で
句
切
り
の
点
が
書

き
加
え
ら
れ
て
い
る
他
、
か
な
り
多
く
、
元
の
文
字
を
白
墨
で
消
し
た

う
え
に
書
き
直
し
た
箇
所
や
、
本
文
な
い
し
語
句
・
文
字
を
別
の
楮
紙

に
書
い
て
上
に
貼
り
訂
正
し
た
箇
所
が
あ
る
。
な
お
、
本
資
料
を
調
査

中
、
上
に
貼
っ
て
訂
正
し
た
紙
片
が
剥
が
れ
て
い
る
箇
所
が
四
、五
箇

所
あ
っ
た
。
ど
こ
か
ら
剥
が
れ
た
か
現
時
点
で
は
不
明
で
あ
る
が
、
今

後
前
後
の
文
脈
か
ら
確
定
で
き
る
も
の
が
あ
れ
ば
そ
の
都
度
報
告
し
た

い
。墨

付
部
分
一
折
目
に
は
「
か
い
京
の
げ
」
と
い
う
題
が
あ
り
、
そ
の

本
文
が
四
行
分
上
下
を
空
白
に
行
を
や
や
短
く
し
て
書
か
れ
て
い
る
。

二
折
目
に
は
「
ぼ
ん
も
を
京
、
ぼ
さ
ッ
か
い
の
、
ぢ
や
う
、（
朱
句
切

点
を
読
点
で
示
す
。
以
下
同
）」
と
い
う
題
が
あ
り
、
以
下
料
紙
の
上

か
ら
下
ま
で
全
面
を
使
っ
て
七
折
目
二
行
目
ま
で
本
文
が
書
か
れ
て
お

り
、
そ
の
本
文
が
終
わ
る
と
一
字
空
け
て
「
ぼ
さ
か
い
の
上
、　

△
△
」

と
尾
題
ら
し
き
も
の
が
あ
る
。
次
の
三
行
目
か
ら
十
五
折
目
の
最
後
ま

で
は
別
の
本
文
が
書
か
れ
て
い
る
。
十
六
折
目
に
「
ぼ
ん
も
う
京
、
る

し
や
な
、
ぶ
ッ
せ
づ
、
し
ん
ち
、
ほ
う
も
ん
ぼ
ん
、
だ
い
じ
ゆ
、
△
△

△
」
と
再
度
経
自
体
の
題
が
あ
り
、
二
行
目
半
ば
か
ら
「
こ
う
し
ん
、

さ
ん
ぞ
う
、
ほ
う
し
、
く
も
ら
、
じ
ゆ
、
や
ぐ
す
、」
と
あ
る
。
三
行

目
か
ら
は
ま
た
本
文
の
書
写
が
あ
り
、
そ
の
ま
ま
百
四
十
折
の
最
後
ま

で
続
き
、
百
四
十
一
折
の
一
行
目
に
一
字
分
下
げ
て
「
ぼ
ん
も
う
京
、

る
し
や
な
、
ぶ
ッ
せ
づ
、
し
ん
ち
、
ほ
ん
、
か
ん
の
げ
、」
と
あ
っ
て

こ
の
経
自
体
の
本
文
は
終
わ
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
百
四
十
一
折
の

二
行
目
中
段
に
「
ゑ
ご
う
」
と
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
廻
向
文
」
が

百
四
十
二
折
目
の
四
行
目
ま
で
書
か
れ
て
終
わ
っ
て
い
る
。

最
初
の
「
か
い
京
の
げ
」
と
最
後
の
「
え
ご
う
」
は
別
と
し
て
、
本

体
は
十
六
折
目
か
ら
始
ま
る
「
ぼ
ん
も
う
京
（
中
略
）
だ
い
じ
ゆ
」
で

あ
り
、
そ
の
前
の
「
ぼ
ん
も
う
京
、
ぼ
さ
ッ
か
い
の
、
ぢ
や
う
」
か
ら

「
ぼ
さ
か
い
の
上
」
ま
で
は
経
の
序
文
だ
と
推
定
さ
れ
る
。
経
序
の
題

は
略
称
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
本
経
下
巻
に
限
定
し
た
内
容

を
よ
り
的
確
に
表
わ
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
、
本
資
料
を
「
仮
名
書

梵
網
経
菩
薩
戒
」
と
仮
称
す
る
こ
と
と
し
た
。

三　

梵
網
経
（
菩
薩
戒
）
に
つ
い
て

法
華
経
に
つ
い
て
詳
述
の
要
は
な
い
と
考
え
る
が
、「
梵
網
経
（
菩

薩
戒
）」
に
つ
い
て
は
法
華
経
ほ
ど
認
知
さ
れ
て
は
い
な
い
と
思
う
の

で
、
以
下
『
大
蔵
経
全
解
説
大
事
典
』（
雄
山
閣
一
九
九
八
年
刊
）
の

記
述
に
拠
り
、
関
連
す
る
知
識
を
適
宜
取
捨
選
択
し
て
示
す
。

「1484

梵
網
経
（
ぼ
ん
も
う
き
ょ
う
）」（
笠
井
哲
氏
執
筆
）
に
拠
れ

ば
、
同
経
は
「
梵
網
経
廬る

舎し
や

那な

仏ぶ
つ

説せ
つ

菩ぼ

薩さ
つ

心し
ん

地ち

戒か
い

品ほ
ん

第
十
、
菩
薩
戒

経
、
梵
網
菩
薩
戒
経
と
も
い
う
」。「
経
名
の
「
梵
網
」
と
は
、
諸
仏
の

機
に
対
し
て
教
え
を
設
け
病
気
に
応
じ
て
薬
を
与
え
て
一
も
漏
ら
さ
な

い
こ
と
が
あ
た
か
も
大だ
い

梵ぼ
ん

天て
ん

王お
う

の
因
陀
羅
網
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
で
名

づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
」。「
廬る

舎し
や

那な

仏ぶ
つ

は
訳
し
て
浄
満
と
い
い
（
中

略
）
こ
の
仏
が
、
因
位
の
菩
薩
す
な
わ
ち
我
々
の
修
行
の
プ
ロ
セ
ス
と
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し
て
身し
ん

・
口く

・
意い

三さ
ん

業ご
う

の
防
非
止
悪
の
制
戒
を
述
べ
ら
れ
た
も
の
が
本

抄
経
な
の
で
あ
る
」。「
下
巻
に
は
、
正
し
く
十
重
四
十
八
経
戒
の
戒
相

を
一
一
こ
と
細
か
に
説
明
し
て
い
る
」。「
下
巻
に
説
か
れ
て
い
る
十
重

禁
戒
と
四
十
八
経
戒
を
合
わ
せ
た
、
五
十
八
戒
の
内
容
が
非
常
に
乱
雑

で
あ
る
の
は
、
も
ち
ろ
ん
真
俗
通
戒
す
な
わ
ち
出
家
在
家
を
通
じ
て
遵

奉
す
べ
く
結
誦
さ
れ
た
か
ら
な
の
で
あ
る
」。「
な
お
本
経
の
主
旨
が
下

巻
に
あ
る
た
め
、
法
蔵
・
天
台
等
は
皆
下
巻
の
み
を
依
用
し
、
注
疏
を

作
っ
た
」
な
ど
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

最
後
に
あ
る
「
法
蔵
」
は
中
国
唐
代
の
華
厳
宗
を
大
成
し
た
僧
で
あ

り
、「
梵
網
経
菩
薩
戒
本
疏
」
と
い
う
注
釈
書
を
作
成
し
て
い
る
（
同

事
典
「1813

梵
網
経
菩
薩
戒
本
疏
」
の
項
目
参
照
）。
ま
た
、「
天
台
」

は
「
天
台
大
師
智
顗
」
を
指
し
、
中
国
南
北
朝
時
代
の
天
台
宗
の
大
成

者
で
、「
菩
薩
戒
義
疏
」
と
い
う
注
釈
書
を
作
成
し
て
い
る
（
同
事
典

「1811

菩
薩
戒
義
疏
」
の
項
目
参
照
）。
他
に
も
空
海
が
同
経
の
大
意
を

述
べ
た
「2246

梵
網
経
開
題
」
や
八
世
紀
新
羅
の
学
僧
大
賢
の
「1815

梵
網
経
古
迹
記
（
ぼ
ん
も
う
き
ょ
う
こ
し
ゃ
っ
き
）」
な
ど
が
あ
り
、

後
者
の
同
事
典
の
項
目
「
後
世
へ
の
影
響
」
に
は
、「
天
台
・
浄
土
な

ど
の
系
統
で
は
、
智
顗
の
菩
薩
戒
義
疏1811

が
用
い
ら
れ
た
の
に
対
し
、

律
・
法
相
な
ど
日
本
の
南
都
や
真
言
の
系
統
で
は
、
古
来
よ
り
本
書
が

重
用
さ
れ
、
多
数
の
注
釈
書
が
著
わ
さ
れ
た
」
と
あ
る
。

「
梵
網
経
」
は
具
体
的
に
菩
薩
が
守
る
べ
き
大
乗
戒
を
ま
と
め
た
経

の
一
つ
と
し
て
、
天
台
宗
を
は
じ
め
諸
宗
派
で
読
誦
・
研
究
さ
れ
た
よ

う
で
あ
る
。
日
本
で
も
、
そ
れ
ほ
ど
広
く
読
ま
れ
た
わ
け
で
は
な
い
よ

う
で
あ
る
が
、
上
記
注
釈
書
類
や
後
に
紹
介
す
る
「
梵
網
経
菩
薩
戒
」

な
ど
が
刊
本
と
し
て
出
版
さ
れ
て
お
り
、「
両
点
本
法
華
経
」
の
普
及

し
て
い
た
江
戸
後
期
に
お
い
て
も
あ
る
程
度
は
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
が

推
察
で
き
る
。

四　

本
資
料
の
原
典
に
つ
い
て

本
「
仮
名
書
梵
網
経
菩
薩
戒
（
仮
称
）」
は
前
述
し
た
「
梵
網
経
」

の
う
ち
、
後
世
主
に
読
ま
れ
た
下
巻
と
「
序
」、
さ
ら
に
は
冒
頭
に
「
開

経
偈
」、
末
尾
に
「
廻
向
文
」
を
加
え
、
そ
れ
ら
を
合
わ
せ
て
訓
読
し

た
「
訓
経
」
を
ほ
と
ん
ど
平
仮
名
で
書
き
と
め
た
も
の
で
あ
る
、
と
推

定
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
推
定
の
も
と
、
訓
読
の
際
に
原
典
と
な
っ
た
経

本
文
を
調
査
し
て
み
た
。

最
初
に
『
大
正
新
脩
大
藏
經
第
二
十
四
巻
律
部
三
』（
大
正
十
五

〔
一
九
二
五
〕
年
同
刊
行
会
発
行
）
所
載
の
「N

o.1484

」
の
「
梵
網
經

廬
舎
那
佛
説
菩
薩
心
地
戒
品
第
十
巻
下
」
の
本
文
と
比
較
し
た
。「
開

経
偈
」
は
別
と
し
て
、
そ
の
次
の
「
ぼ
ん
も
を
京
、
ぼ
さ
ッ
か
い
の
、

ぢ
や
う
、」
の
部
分
の
原
漢
文
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
「
梵
網
經
菩

薩
戒
序
」
は
存
在
し
た
。
し
か
し
次
の
「
ぼ
さ
か
い
の
上
、　

△
△
」

以
下
経
自
体
の
題
ま
で
に
該
当
す
る
原
漢
文
は
な
く
、
下
巻
の
経
本
文

の
原
漢
文
が
存
在
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
ぼ
さ
か
い
の
上
」
以
下
の
部
分
に
該
当
す

る
原
漢
文
を
有
す
る
「
梵
網
経
（
菩
薩
戒
）」
の
テ
キ
ス
ト
を
探
し
始

め
た
。
た
ま
た
ま
「
梵
網
経
菩
薩
戒
」
と
い
う
書
名
の
刊
本
を
と
あ
る

古
書
店
目
録
に
見
付
け
、
購
入
し
た
と
こ
ろ
、
同
書
に
は
こ
の
「
ぼ
さ
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か
い
の
上
」
以
下
に
該
当
す
る
原
漢
文
が
本
資
料
と
同
じ
位
置
に
存
在

し
て
い
た
。
ま
た
梵
網
経
下
巻
本
文
末
に
も
「
ぼ
ん
も
う
京
、
る
し
や

な
、
ぶ
ッ
せ
づ
、
し
ん
ち
、
ほ
ん
、
か
ん
の
げ
」
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
「
梵

網
經
廬
舎
那
佛
説
菩
薩
心
地
品
巻
下
」
と
い
う
尾
題
が
あ
り
、
同
書
が

本
資
料
の
原
典
で
あ
る
可
能
性
は
極
め
て
高
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
「
梵
網
経
菩
薩
戒
」
も
無
刊
記
の
版
本
で
あ
り
、
明
確
な
刊
年

や
発
行
者
は
不
明
で
あ
る
。
以
下
簡
単
に
同
書
の
書
誌
を
記
す
。

外
形
・
縦
二
十
七
・
五
セ
ン
チ
、
横
十
八
・
〇
セ
ン
チ
の
美
濃
判
袋
綴

製
版
本
一
冊
。
全
三
十
二
丁
。

表
紙　

原
装
。
栗
皮
表
紙
。
表
表
紙
全
面
に
「
蓬
心
寺
什
物
」
と
打

ち
付
け
書
き
。
裏
表
紙
に
も
中
央
部
分
に
墨
跡
が
あ
る
が
判

読
不
能
。

外
題　

左
上
部
に
わ
ず
か
に
四
周
双
辺
の
貼
題
箋
が
残
る
。「（
三
字

分
亡
失
）
戒
經
（
以
下
三
字
分
程
度
亡
失
か
？
）」。

内
題　
「
梵
網
經
菩
薩
戒
序
」（
一
オ
巻
頭
）「
菩
薩
戒
序
」（
一
ウ
九
）

「
梵
網
經
廬
舎
那
佛
説
菩
薩
心
地
法
門
品
第
十
」（
四
ウ
一
）

「
梵
網
經
廬
舎
那
佛
説
菩
薩
心
地
品
巻
下
」（
三
十
二
ウ
九
）

料
紙
・
版
式　

楮
紙
。
四
周
単
辺
（
内
法
縦
二
十
・
四
セ
ン
チ
横

十
五
・
八
セ
ン
チ
）
一
葉
毎
九
行
一
行
毎
十
七
字
詰
。
無
界
。

版
心
は
中
黒
口
花
口
魚
尾
に
「
梵　
　

一
（
丁
数
）」。

刊
記　

な
し
。
た
だ
し
匡
郭
外
の
頭
書
空
白
部
分
や
経
本
文
右
傍
等

に
内
容
に
関
す
る
注
釈
的
な
書
き
入
れ
が
多
数
存
在
す
る
。

五　

翻
刻
本
文
凡
例

架
蔵
「
仮
名
書
梵
網
経
菩
薩
戒
（
仮
称
）」
の
原
本
を
翻
刻
す
る
に

当
た
り
以
下
の
凡
例
に
従
う
。

一
、
原
本
を
可
能
な
限
り
忠
実
に
翻
刻
す
る
。
た
だ
し
変
体
仮
名
に
つ

い
て
は
「
江
」
を
例
外
と
し
て
現
行
通
用
の
平
仮
名
に
改
め
る
。

文
字
の
大
小
や
位
置
に
つ
い
て
も
原
本
に
可
能
な
限
り
従
う
。

二
、
原
本
に
あ
る
朱
墨
（
稀
に
黒
墨
）
句
切
点
は
読
点
「
、」
と
し
て
、

そ
れ
を
擦
り
消
し
た
跡
は
振
り
仮
名
の
「（
、）」
と
し
て
、
本
文

の
文
字
の
右
傍
に
あ
る
傍
線
は
振
り
仮
名
の
右
横
縦
線
「
□―

」
と

し
て
、
同
じ
く
黒
丸
点
は
振
り
仮
名
の
「
・
」
と
し
て
翻
刻
す
る
。

三
、
折
本
仕
立
の
た
め
、
墨
付
部
分
の
一
折
ご
と
に
番
号
を
付
け
、
当

該
折
本
文
の
最
初
に
（
一
～
百
四
十
二
）
と
し
て
示
す
。
か
つ
一

折
ご
と
の
行
数
を
①
～
⑦
の
丸
囲
み
数
字
と
し
て
行
頭
に
示
す
。

四
、
さ
ら
に
、
原
文
の
右
側
に
原
文
の
音
訓
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ

る
「
梵
網
経
菩
薩
戒
」
原
漢
文
の
漢
字
を
「
振
り
漢
字
」
と
し
て

示
す
。
な
お
漢
字
の
字
体
に
つ
い
て
は
止
む
を
得
ず
通
用
の
字
体

に
改
め
た
も
の
が
あ
る
。

四
の
二
、
た
だ
し
四
の
「
振
り
漢
字
」
が
二
の
諸
記
号
と
重
複
す
る
場

合
は
そ
の
位
置
を
さ
ら
に
右
側
と
す
る
。

四
の
三
、「
梵
網
経
菩
薩
戒
」
原
漢
文
に
原
文
の
音
訓
に
該
当
す
る
漢

字
が
存
在
し
な
い
場
合
は
、
加
藤
の
判
断
に
拠
り
該
当
す
る

漢
字
を
（　

）
で
囲
っ
て
補
う
。
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四
の
四
、
四
の
三
と
逆
に
「
梵
網
経
菩
薩
戒
」
原
漢
文
に
原
文
の
音
訓

に
該
当
し
な
い
漢
字
が
余
分
に
存
在
す
る
場
合
は
【　

】
内

に
注
記
す
る
。
た
だ
し
長
文
に
及
ぶ
場
合
は
【
＊
１
】
な

ど
と
示
し
、
当
該
の
折
の
最
後
に
補
記
す
る
。

「
仮
名
書
梵
網
経
菩
薩
戒
（
仮
称
）」
翻
刻

（
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
開　

經　

偈
）

①
（
約
十
二
字
分
空
白
）
か
い
京
の
げ

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
無
上　
　

甚　

深　
　

微
妙　
　
　

法
）

②
（
約
五
字
分
空
白
）
む
ぢ
や
う
ぢ
ん
じ
ん
、
み
め
う
の
、
ほ
う
を
わ
、

　
　
　
　

 

（
百　
　

千　
　

萬　

劫　
　
　
　

遭　

遇　
　
　

難
）

③
（
同
前
）
ひ
や
く
せ
ん
、
ま
ん
ご
う
に
も
、
あ
い
を
こ
と
、
か
だ
し

　
　
　
　

 

（
我　

今　
　

見　

聞　
　

受　

持　
　
　
　
　
　

得
）

④
（
同
前
）
わ
れ
い
ま
、
け
ん
も
ん
、
じ
ゆ
じ
す
る
、
こ
ど
を
ゑ
ん
、

　
　
　
　

 

（
願　
　
　
　

  

如　

來　
　

  

真　

實　
　

  

義　

解
）

⑤
（
同
前
）
ね
が
わ
ぐ
わ
、に
よ
ら
い
の
、し
ん
じ
つ
の
、ぎ
を
げ
せ
ん
、

（
二
）

　
　
　
　
　

梵　

網　

經　

菩
薩　

戒　
　
　

序

①
（
同
前
）
ぼ
ん
も
を
京
、
ぼ
さ
ッ
か
い
の
、
ぢ
や
う
、

　

諸　
　
　
　
　

佛　

子
等　
　

掌　
　
　
　
　
　

合　
　
　
　

至
心

②
も
ろ
も
ろ
の
、
ぶ
ッ
し
と
う
、
た
な
ご
こ
ろ
を
、
あ
わ
せ
で
、
し
し

　
　
　
　

聽

　

ん
に
、
き
ぎ
た
ま
い
、

　

我　

今　
　

諸
佛　

大　

戒　
　
　

序　
　

説　
　
　

欲　
　
　

衆

③
わ
れ
い
ま
、
正
ぶ
つ
だ
い
か
い
の
、
上
を
、
と
が
ん
と
ほ
つ
す
、
し

　
　

集　
　
　
　

黙

　

ゆ
あ
づ
ま
り
、
も
く

　

然　
　
　
　
　

聽　
　
　
　
　

自　
　
　
　

罪　

有　
　
　

知

④
ね
ん
と
し
て
、
き
ぎ
た
ま
い
、
み
つ
が
ら
、
つ
み
あ
る
と
、
し
ら
ば
、

　

當　
　
　

懺　

悔

　

ま
さ
に
、
さ
ん
げ
、

　
　
　
　
　

懺　

悔　
　
　
　

即　
　
　
　

安　

樂　
　
　
　

懺　

悔

⑤
す
べ
し
、
さ
ん
げ
す
れ
ば
、
す
な
わ
ち
、
あ
ん
ら
く
な
り
、
さ
ん
げ
、

　
　

不

　

せ
ざ
れ
ば
、

（
三
）

　

罪　
　

益　
　
　

深　
　
　

罪　

無　
　

者　

黙　

然

①
つ
み
、
ま
す
〳
〵
ふ
か
し
、
つ
み
な
ぐ
ん
ば
、
も
ぐ
ね
ん
せ
よ
、

　

黙　

然　
　
　
　
　

故

　

も
ん
ね
ん
、
す
る
が
ゆ
江
に
、

　

當　
　
　

知　
　
　
　

衆　
　

清
浄　
　
　
　

諸　
　
　
　
　

大

②
ま
さ
に
、
し
る
べ
し
、
し・ゆ
、
正―

上―

な
り
と
、
も
ろ
〳
〵
の
、
だ
い
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德　
　

優
婆
塞　
　

優
婆
夷　

等

　

と
ぐ
、
う
ば
そ
く
、
う
ば
江
、
と
う
、

　

諦　
　
　
　
　

聽 　

 

佛　
　
　

滅　

度　
　

後　
　

像　

法

③
あ
ぎ
ら
が
に
、
き
け
、
ほ
と
げ
、
め
つ
ど
の
、
の
ち
、
ぞ
う
ぼ
う
の
、

　

中　
　

於　
　
　

應
當

　

な
が
に
お
い
で
、
ま
さ
に
、

　

波
羅
提　
　

木　

叉　
　
　

遵　

敬　
　
　
　
　

波
羅
提　

木

④
は
ら
だ
い
、
も
ぐ
し
や
を
、
ぢ
ん
京―

、
す
べ
し
、
は
ら
だ
い
も
く

　

叉　
　
　
　
　

者
即

　

し
や
と
、
い
ッ
ば
す
な
わ
ち
、

　

是　
　

此　

戒　
　
　
　

此　

戒　
　
　

持　
　
　

時　
　
　

闇

⑤
こ
れ
、
こ
の
か
い
な
り
、
こ
の
か
い
を
、
た
も
つ
、
と
ぎ
わ
、
あ
ん

　

明　
　
　

遇　
　
　
　

如

に
め
う
に
、
あ
い
る
が
、
こ
ど
く
、

（
四
）

　

貧　

人　
　
　

寳　
　
　

得　
　
　

如　
　
　

病　
　

者

①
び
ん
に
ん
の
、
た
か
ら
を
う
る
が
、
ご
と
ぐ
、
び
や
う
じ
や
の
、

　

差　
　
　
　
　
　

得　
　
　

如

　

い
ゆ
る
こ
ど
を
、
う
る
が
、
ご
と
ぐ
、

　

囚　

繋　
　

獄　
　
　

出　
　
　
　

如　
　
　

遠　

行　
　
　

者

②
し
う
け
の
、
ご
く
を
、
い
つ
る
が
、
ご
と
ぐ
、
お
ん
ぎ
よ
の
、
も
の

　
　
　

歸　
　
　
　
　
　

得

　

の
、
か
い
る
こ
ど
を
、
う
る
が
、

　

如　
　
　

當　
　

知　
　
　
　

此　
　
　

則　
　
　

是　
　

衆

③
こ
ど
し
、
ま
さ
に
し
る
べ
し
、
こ
れ
わ
、
す
な
わ
ぢ
こ
れ
、
し
ゆ

　

等　
　
　

大　

師

　

と
う
の
、
だ
い
し
な
り
、

　

若　
　

佛　
　
　

世　
　

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

此　
　
　

異　

④
も
し
、
ほ
ど
け
、
よ
に
、
じ―

ゆ
し
、
た
も
を
と
も
、
こ
れ
に
、
こ
ど

　
　
　
　
　
　

無
也　

怖
心

　

な
る
こ
ど
、
な
し
、
ゐ・

し・

ん・

、

　

生　

難　
　
　

善　

心　

發　
　
　

難　
　
　

故

⑤
正―

じ
が
た
し
、
ぜ
ん
し
ん
お
ご
り
、
か
だ
し
、
か
る
が
ゆ
江
に
、

　

經　
　

云　
　
　

小
罪

　

京
に
、
い
わ
く
、
正
ざ
い

（
五
）

　
　
　

輕　
　
　
　
　

以　
　

殃　

無　
　
　

爲　
　
　
　

勿

①
を
、
か
ろ
ん
じ
て
、
も
ッ
て
と
が
な
し
と
、
す
る
こ
と
、
な
が
れ
、

　

水　
　
　

滴　
　
　
　

微

　

み
つ
の
、
し
た
だ
り
、
び

　
　
　
　
　

雖　
　
　
　

漸　
　
　
　

大　

器　

盈　
　

刹　

那

②
な
り
と
、
ゐ
江
と
も
、
よ
を
や
ぐ
、
だ
い
き
に
み
づ
、
せ
つ
な
の
、

　

造　

罪　
　

殃　

無

　

ぞ
う
ざ
い
、
と
が
む

　

間　
　
　

堕　
　

一　
　
　
　

人　

身　
　
　

失

③
げ
ん
に
、
だ・

す・

、
ひ
と
た
び
、
に
ん
し
ん
を
、
う
し
な
ッ
つ
れ
ば
、



－ 61 －

　

萬　

劫

　

ま
ん
ご
う
に
も
、

　

復　
　

不　

壮　
　
　
　
　

色　
　
　

停　
　
　

不　
　
　

猶　

④
か
い
ら
ず
、
さ
か
ん
な
る
、
い
ろ
の
、
と
ど
ま
ら
ざ
る
わ
、
な
を

　

奔　
　
　

馬

　

わ
し
る
、
む
ま
の

　

如　
　
　

人　
　
　

命　
　
　
　

無
常　
　
　
　
　
　

山

⑤
ご
と
し
、
ひ
と
の
、
い
の
ぢ
の
、
む
上
な
る
こ
と
わ
、
や
ま
の
、

　

水　

於　
　
　

過　
　
　
　

今
日

　

み
つ
よ
り
も
、
す
ぎ
た
り
、
京
わ

（
六
）

　

存　
　
　
　

雖　
　
　
　

明　
　
　
　
　

亦　
　

保　
　

難

①
そ
ん
す
と
、
ゐ
江
ど
も
、
あ
げ
ん
ま
で
、
ま
だ
、
た
も
ぢ
が
だ
し
、

　

衆　

等　
　

各　

各

　

し
ゆ
ど
う
、
か
ッ
か
ぐ
、

　

一　

心　
　
　

勤　

修（
マ
マ
）精
進　
　
　

 

慎　
　
　
　

 
懈
怠

②
い
ッ
し
ん
に
、
ご
ん
ぐ　
　
　

正
じ
ん
し
て
、つ
ゝ
し
ん
で
、け
だ
い

　

懶　

堕　

睡　

眠

　

ら
ん
だ
、
す
い
み
ん
し
て
、

　

意　
　
　
　

縱　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勿　
　
　

夜　
　

即　
　

③
こ
こ
ろ
を
、
ほ
し
い
ま
ま
に
、
す
る
こ
と
な
が
れ
、
よ
る
わ
す
な
わ

　
　
　

心　
　

攝

　

ち
、
し
ん
の
お
さ

　
　
　
　

三　

寳　
　
　

存　

念　
　
　
　

以　
　

空　
　
　
　

過

④
め
て
、
さ
ん
ぼ
う
を
、
ぞ
ん
ね
ん
せ
よ
、
も
ッ
て
む
な
し
ぐ
、
す
ぐ

　
　
　
　

徒

　

し
て
、
い
だ
づ

　
　
　
　

疲
勞　
　

設　
　
　

後
代　
　

深　
　
　

悔

⑤
ら
に
、
ひ
ろ
を
、
も
を
げ
、
の
ぢ
に
、
ふ
こ
う
、
く
ゆ
る
こ
と
、

　

莫　
　
　

衆　

等　
　

各　

各

　

な
が
れ
、
し
ゆ
と
う
、
か
く
〳
〵
、

（
七
）

　

一　

心　
　
　

謹　
　
　
　
　

此　

戒　
　
　

依　
　

如　

法

①
い
ッ
し
ん
に
、
つ
ゝ
し
ん
て
、
こ
の
か
い
に
、
よ
つ
て
に・

よ
ほ・

う
に
、

　

修　

行

し
ゆ
ぎ
よ
し
、

應　
　
　

當　

學　
　
　
　
　

 

菩
薩
戒　
　

序

②
ま
さ
に
、
と
う
が
く
す
べ
し
、　

ぼ
さ
か
い
の
上
、　

△
△

　

廬
舎　

那　
　

十　

方　
　
　

金　

剛　
　

佛　
　
　
　

歸
命　
　

③
る
し
や
な
と
、
十
ッ
ぼ
う
の
、
こ
ん
ご
う
、
ぶ
ッ
と
に
、
き
め
う
し
、

　
　
　
　
　
　
　

亦　
　

前　

論　

主

　

た
で
ま
つ
る
、
ま
だ
、
ぜ
ん
ろ
ん
し
ゆ
、

　

當　

覺　
　

慈
氏
尊　
　
　

礼　
　
　
　
　
　
　
　
　

今　
　

三

④
と
う
が
く
、
じ・

し・

そ
ん
を
、
ら
い
し
、
た
で
ま
つ
る
、
い
ま
、
さ
ん

　

聚　
　
　

戒　
　
　

説　
　
　

菩
薩

　

し
ゆ
の
、
か
い
を
、
と
が
ん
、
ぼ
さ
づ
、
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咸　
　
　
　
　

共　
　
　

聴　
　

戒　
　
　

大　

明　
　

燈

⑤
こ
ど
〳
〵
ぐ
、
と
も
に
、
き
げ
、
か
い
わ
、
だ
い
め
う
、
と―

う
の
、

　

如　
　
　

能　
　

長　
　

夜　
　

闇

　

ご
と
し
、
よ
く
、
ち
や
う
や
の
、
あ
ん
を
、

（
八
）

　

消　
　

戒　
　
　

真　

寳
鏡　
　

如　
　
　

法　
　

照

①
正―

ず・

、
か
い
わ
、
し
ん
ぼ
京
の
、
こ
と
し
、
ほ
を
、
て
ら
し
て
、

　

盡　
　
　
　
　

遺　
　
　
　

無

　

こ
と
〳
〵
ぐ
、
な
す
こ
と
、
な
し
、

　

戒　
　
　

摩
尼
珠　
　
　

如　
　
　

物　
　

雨

②
か
い
わ
、
ま
に
し
ゆ
の
、
こ
と
し
、
も
の
を
、
あ
め
ふ
ら
し
て
、

　

貧　

窮　
　
　

濟　
　
　

世　
　

離

　

び
ん
き
う
を
、
す
く
う
、
よ
を
、
は
な
れ
で
、

　

速　
　
　
　
　
　

成
佛　
　
　
　
　
　

唯　
　

此　

法　
　

最

③
す
み
、
や
が
に
、
上
ぶ
ッ
す
る
こ
と
、
た
ゞ
、
こ
の
ほ
う
を
、
さ
い

　
　

為　

是　

故　
　
　

諸　
　
　
　

菩
薩

　

ど
す
、
こ
の
ゆ
江
に
、
も
ろ
〳
の〵
、
ぼ
さ
つ
、

　

應
當　
　

勤　
　
　
　

護
持　
　
　
　
　
　

 

諸　
　
　
　
　

大

④
ま
さ
に
、
つ
と
め
て
、
ご
じ
、
す
べ
し
、　　

も
ろ
〳
〵
の
、
だ
い

　

德　
　

春　

分　
　
　

四
月　
　
　

日

　

と
く
、
し
ゆ
ん
ぶ
ん
、
し
が
つ
の
、
ひ

　
　
　
　
　
　
　

一　

時　
　

為　
　

一　

月　

日　

已　
　
　

過

⑤
を
、
も
ッ
て
、
い
ぢ
じ
と
、
な
す
、
い
ち
げ
つ
ひ
、
す
で
に
、
す
ぎ

　
　
　

一　

夜　

少　
　
　
　

餘　
　
　

一

　

で
、
い
ち
や
、
か
げ
た
り
、
あ
ま
り
、
い
ち

（
九
）

　

夜　
　

三　

月　
　
　

日　
　

在　

有　
　

老　

死　

至

①
や
と
、
さ
ん
が
つ
の
、
ひ
の
、
あ
る
あ
り
、
ろ
を
し
、
い
だ
ら
ん
こ

　
　
　

近　
　
　

佛　

法　
　

滅

　

ど
、
ち
か
し
、
ぶ
ッ
ほ
う
、
め
ッ
し
な
ん

　
　
　

欲　
　
　

諸　
　
　
　
　

大　

德　
　

優
婆
塞　
　

優
婆
夷

②
と
、
ほ
ッ
す
、
も
ろ
〳
〵
の
、
だ
い
と
く
、
う
ば
そ
く
、
う
ば
江
、

　

得　

道　
　
　

 

為　
　
　

故　
　
　

一　

心

　

と
ぐ
ど
う
を
の
、
た
め
の
、
ゆ
江
に
、
い
ッ
し
ん

　
　
　

勤　

求　

精
進　
　
　
　

所
以
者　

何　
　
【
諸
佛
一
心
】

③
に
、
ご
ん
ぐ
、
正
じ
ん
せ
よ
、
ゆ
江
わ
、
い
が
ん
と
、
な
れ
ば
、

　

勤　

求　

精
進　
　
　
　
　
　
　
　

故

　

ご
ん
ぐ
、
正
じ
ん
、
し
た
も
を
が
、
ゆ
江
に
、

　

阿
耨　
　

多
羅　

三　

藐　
　
　

三　

菩
提　
　
　

得

④
あ
の
ぐ
、
た
ら
、
さ
ん
み
や
く
、
さ
ん
ぼ
だ
い
を
、
江
だ
ま
い
り
、

　

何　
　
　

況　
　
　
　

餘　
　

善

　

い
が
に
、
い
わ
ん
や
、
よ
の
、
ぜ
ん

　

道　
　
　

法　
　
　
　

各　
　
　
　

聞　
　

強　

健　
　

時

⑤
ど
う
の
、
ほ
う
を
や
、
お
の
〳
〵
、
き
け
、
ご
う
け
ん
の
ど
き
、

　

努
力　
　
　

善　
　
　

勤　

修

　

つ
と
め
で
、
ぜ
ん
を
、
ご
ん
し
ゆ　

す
べ
し
、
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如
何　
　
　

道　
　

求　
　
　

不　
　
　
　

安　
　
　
　
　

須

⑥
い
が
ん
ぞ
、
ど
う
を
、も
ど
め
、
ざ
ら
ん
や
、
い
づ
ぐ
ん
ぞ
、
ま
ぢ
、

　

待　

可　
　
　

老　
　
　

何　
　
　

樂

　

ま
づ
べ
き
や
、
を
い
て
、
な
ん
の
、
た
の

（
十
）

　
　
　
　
　
　
　

欲　
　
　

乎　

是　

日　
　

已　
　
　

過

①
し
み
、
を
が
、
ほ
ッ
す
る
や
、
こ
の
ひ
も
、
す
で
に
、
す
ぎ
ぬ
れ
ば
、

　

命　
　
　

亦　
　

随

　

め
い
も
、
ま
だ
、
し
た
が
ッ
て
、

　

減　
　

  

少
水　
　

  

魚　
　

  
如　
　

   

斯　
　

   

何　
　

   

樂

②
げ
ん
ず
、
正
す
い
の
、
う
を
の
、
ご
ど
し
、
こ
ゝ
に
、
な
ん
の
、
た
の

　
　
　
　
　

有　
【
＊
１
】

　

し
み
か
、
あ
る
、（
五
字
分
空
白
）

　

戒　
　
　

持　
　
　

身　

口　

浄　
　
　

心　
　
　

攝

③
か
い
を
、
じ
し
て
、
し
ん
く
を
、
上
じ
て
、
し
ん
を
、
を
さ
め
で
、

　

正
憶　

念　
　
　
　
　
　

多
聞

　

正
を
ぐ
ね
ん
、
す
べ
し
、
た
も
ん
に
、

　
　
　
　

實　

智　
　

生　
　
　
　
　

斯　
　

戒　
　
　

本

④
し
て
、
じ
ッ
ち
を
、
正
ず
る
こ
ど
、
こ
れ
、
か
い
を
、
ほ
ん
と
、

　

為　
　

由　
　

戒　
　
　

妙　

法

　

な
る
に
よ
る
、
か
い
わ
、
め
う
ほ
う

　
　
　

蔵　

為　
　

亦　
　

出　
　

世　
　

財　

為　
　

戒

⑤
の
、
ぞ
う
た
り
、
ま
だ
、
し
ゆ
ッ
せ
の
、
ざ
い
た
り
、
か
い
わ
、

　

大　

舟　
　

舩　

為　
　

能　
　

生
死

　

だ
い
し
ゆ
、
せ
ん
た
り
、
よ
ぐ
、
正
じ
の
、

　
【
＊
１　
「
此
中
未
受
菩
薩
戒
不
清
浄
者
已
出
衆
今
和
合
欲
作
何
事

［
三
問
］
不
來
嘱
受
菩
薩
有
幾
人
説
欲
及
清
浄
衆
當
一
心
聽
」
と
い

う
原
漢
文
あ
り
。
な
お
［　

］
内
は
割
注
部
分
を
示
す
。】

（
十
一
）

　

海　
　
　

渡　
　
　

戒　
　
　

清
涼　
　
　
　

池　

為

①
う
み
を
、
ど
う
す
、
か
い
わ
、
正
り
や
う
の
、
い
け
た
り
、

　

諸　
　
　
　
　

熱　

惱　
　

澡　

浴

　

も
ろ
〳
〵
の
、
ね
づ
の
を
、
そ
う
よ
ぐ
す
、

　

戒　
　
　

無
畏　
　

術　

為　
　

邪　

毒　
　
　

害　
　
　

消
伏

②
か
い
わ
、
む
ゐ
の
、
じ
づ
た
り
、
ぢ
や
ど
く
の
、
か
い
を
、
正―

ぶ
ぐ

　
　
　

戒　
　
　

究
竟　
　

伴　

為

　

す
、
か
い
わ
、
く
京
の
、
は
ん
た
り
、

　

能　
　

險　

悪　
　
　

道　
　
　

過　
　
　
　
　
　

戒　
　
　

甘

③
よ
く
、
け
ん
な
ぐ
の
、
ど
う
を
、
よ・

ぎ・

ら・

、
し・

む・

、
か
い
わ
、
か
ん

　

露　
　

門　

為　
　

衆　

聖
之

　

ろ
の
、
も
ん
た
り
、
し
ゆ
正―

の―

、

　

遊　
　
　
　
　
　
　

所　
　
　

持
戒　
　
　
　
　

心　
　
　

髙

④
あ
そ
び
、
た
も
を
、
と
ご
ろ
、
じ
が
い
に
し
て
、
こ
ゝ
ろ
、
た
が
ふ

　
　

不　

専　

精

　

ら
ず
、
せ
ん
正―

に
、
し
て
、

　

放　

逸　
　
　
　

不　

正
戒　
　
　

相　
　
　
　

取　

不　

亦

⑤
ほ
う
ゑ
づ
、
な
ら
ず
、
正―

か
い
の
、
そ
う
を
も
、
と
ら
ず
、
ま
た
、



－ 64 －

　

邪　

念　
　
　

心　
　
　

無

　

ぢ
や
ね
ん
の
、
し
ん
も
、
な
き
、

　

是　
　
　

清
浄　
　

戒　
　
　

名　
　
　

諸
佛　
　
　

稱
讃　
【
所
】

⑥
こ
れ
を
、
正
上
の
、
か
い
ど
、
な
づ
く
、
正
ぶ
つ
に
、
正―

さ
ん
せ
る
、

　

持
戒　
　
　
　
　
　

心　
　
　

悔

　

じ
が
い
に
、
し
て
、
こ
ゝ
ろ
、
く
い
、

（
十
二
）

　
　

不　
　
　

所
願　
　
　

亦　
　

成
就　
　
　

戒　
　
　

法　

城

①
せ
ざ
れ
ば
、
正・

が・

ん
も
、
ま
た
、
上―

ぢ―

ゆ
す
、
か
い
わ
、
ほ
う
上
の
、

　

塹　
　
　

為　
　

能　
　

煩　

惱

　

ほ・

り・

げ
、
た
り
、
よ
く
、
ぼ
ん
の
の
、

　

賊　
　
　

遮　
　
　

戒　
　
　

勇 

猛　
　
　

將
為　
　

魔
軍

②
ぞ
く
を
、
し・

ゆ
す・

、
か
い
わ
、
ゆ―

う
め
う
の
、
正
た
り
、
ま
ぐ
ん
の
、

　

衆　
　
　

催　

伏　
　
　

戒　
　
　

如

　

し
ゆ
を
、
さ
い
ぶ
ぐ
す
、
か
い
わ
、
に・よ

　

意
珠　

為　
　

能　
　

商
人　
　
　

寳　
　
　
　

與　
　
　

戒

③
ゐ・

じ・ゆ
た
り
、
よ
く
、
正・

に・

ん・

に・

、
た
が
ら
を
、
あ
ど
を
、
か
い
わ
、

　

妙　

樓　

観　

為　
　

諸

　

め
う
ろ
、
か
ん
た
り
、
も
ろ
〳
〵
の
、

　

三　

昧　
　
　

遊　

戯　
　
　

持
戒　
　
　

平　

地　
　

為

④
ざ
ん
ま
い
に
、
ゆ
う
け
ん
す
、
じ・

が・

い・

を・

、
へ
い
ち
と
、
な
し
、

　

禅　

定　
　

屋　

宅　
　
　

為

　

ぜ
ん
上―

を―

、
を・

く・

た・

く・

ど・

、
な
し
て
、

　

能　
　

智
慧　
　

光　
　
　
　

生　
　
　

次
第　
　
　

明
照　

得

⑤
よ
ぐ
、
ち
ゑ
の
、
ひ
か
り
を
、
正―

じ
て
、
し
だ
い
に
、
め（
い
）正

を
う
、

　

定
慧　
　

力　
　
　

㽵
嚴

　

上―

江
の
、
ち
か
ら
、
正
ご
ん
、

　
　
　
　

萬　

行　
　

具
足　
　
　
　
　
　
　

為　
　

乃　

至　

佛

⑥
し
て
、
ま
ん
ぎ
よ
、
ぐ
そ
く
、
す
る
こ
ど―

を
な
し
、
な
い
し
、
ぶ
づ

道　
　
　

成

ど
う
を
、
上
ず
る
こ
ど

（
十
三
）

　
　
　

悉　
　
　
　
　

猶　
　

戒　
　
　

本　
　

為　

是　

故　
　
　

①
も
、
こ
と
〳
〵
ぐ
、
な
を
、
か
い
を
、
ほ
ん
と
す
、
こ
の
ゆ
江
に
、

　

有
智　
　

人　
　
　

堅　

心　
　
　

戒

　

う
ち
の
、
ひ
と
わ
、
け
ん
し
ん
に
、
か
い

　
　
　

守　

護　
　
　

寧　
　
　

身　

命　
　
　

喪　
　

失

②
を
、
し・ゆ
ご・

し・

て
、
む
し
ろ
、
し
ん
め
う
を
、
そ―

う
、
じ
ゆ
す
と
も
、

　

慎　
　
　
　
　

所
犯　
　

有

　

つ
ゝ
し
ん
で
、
正
ぼ
ん
、
あ
る

　
　
　
　

勿　
　
　

十　

指　
　

爪　

掌　
　

合　
　
　

釋　
　

師

③
こ
ど
、
な
が
れ
、
じ
ッ
し
の
、
そ
う
正
を
、
あ
わ
せ
で
し
や
く
し
、

　

子　

供
養

　

し
を
く
よ
う
し
、
た
で
ま
つ
り
、

　

我　

今　
　

説　

戒　
　
　
　
　
　

欲　
　
　

衆　
　

當

④
わ
れ
い
ま
、
せ
ッ
か
い
、
せ
ん
と
、
ほ
ッ
す
、
し
ゆ
、
ま
さ
に
、
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一　

心　
　
　

聽　
　
　
　

乃　

至

　

い
ッ
し
ん
に
、
き
ぐ
べ
し
、
な
い
し
、

　

小
罪　
　
　

中　
　
　

心　
　
　

應　
　
　

大　
　
　

怖
畏

⑤
正
ざ
い
の
、
な
が
に
も
こ
ゝ
ろ
、
ま
さ
に
、
お―

江
に
、
ふ
江
、
す
べ

　
　
　

罪　

有　
　
　

一　

心

　

し
、
つ
み
あ
ら
ば
、
い
ッ
し
ん

　
　
　

悔　
　
　

後　
　
　

更　
　
　

復　
　

犯　
　
　
　
　

不

⑥
に
、
く
江
て
、
の
ち
に
、
さ
ら
に
、
ま
だ
、
を
が
す
こ
ど
、
な
が
れ
、

心　

馬　

悪　

道

し
ん
め
、
あ
ぐ
ど
う
に
、

（
十
四
）

　

馳　
　
　

放
逸　
　
　
　
　

禁　

制　
　
　

難　
　
　

佛

①
は・

せ・

で
、
ほ―

江
づ
に
し
て
、
き
ん
ぜ
い
、
し
が
だ
し
、
ほ
と
げ
の
、

　

説　
　
　
　
　
　

切

　

と
ぎ
、
た
も
を
、
せ
づ
な
る
、

　

誡　

行　

亦　

利　
　

轡
勒　
　
　

如　
　
　

佛　
　
　

口　
　
　

②
か
い
京゙
、
ま
だ
よ
ぎ
、
び
ろ
く
の
、
ご
と
し
、
ほ
と
げ
、
く
ぢ
づ
、

　
　
　
　

説　
　
　

戒　
　
　

教

　

が
ら
、
と・

江・

で
、
か
い
を
、
お
し

　
　
　
　
　
　
　

善　

者　
　

能　
　

信　

受　
　
　
　
　

是　

人

③
江
、
た
も
を
、
ぜ
ん
じ
や
、
よ
ぐ
、
し
ん
じ
ゆ
、
せ
ば
、
こ
の
ひ
と
、

　

馬  

調　
　

順　
【
＊
２
】　 

生
死

　

め
い
ち
や
う
ぢ
ゆ
ん
に
し
て
、
正
じ

　

　
　
　

軍　
　
　

没　

在　
　
　
　
　

若　
　

人　
　

戒　
　
　

守

④
の
、
ぐ
ん
に
、
も
づ
ざ
い
、
せ
り
、
も
し
、
ひ
と
、
か
い
を
、
し
ゆ

　

護　
　
　
　
　
　

犛　

牛　
　

尾　

愛

　

ご
、
す
る
こ
と
、
も
を
く
の
、
お
を
あ

　
　
　
　
　
　

如　
　
　

心　
　
　
　

繋　
　
　
　

放　

逸

⑤
い
す
る
が
、
ご
と
く
、
こ
ゝ
ろ
を
、
つ
な
い
で
、
ほ
う
い
づ
、
な
ら
、

　

不　
　
　
　

亦　
　

猴

　

ざ
る
こ
と
、
ま
だ
、
さ
る
に
、

　

鏁　
　
　
　

著　
　
　
　
　
　

如　
　
　

日　

夜　

常　
　
　

精

⑥
く
さ
り
を
、
つ
け
、
だ
る
が
、
こ
と
し
、
に・

ぢ・や
、
つ
ね
に
、
正―

　

進　
　
　
　
　

實
智
恵

　

じ
ん
、
し
て
、
じ
ち
ゑ

　
【
＊
２　
「
能
破
煩
惱
軍
若
不
受
教
勅
亦
不
愛
樂
戒
是
人
馬
不
調
」

と
い
う
原
漢
文
あ
り
。
一
行
分
の
目
移
り
に
拠
る
か
。】

（
十
五
）

　
　
　

求　
　
　
　
　

故　
　
　

是　

人　
　

佛　

法　
　
　

中

①
を
、
も
ど
む
る
か
、
ゆ
江
に
、
こ
の
ひ
と
、
ぶ
ッ
ぼ
う
の
、
な
が
に
、

　

能　
　

清
浄　
　

命　

得　

諸

　

よ
ぐ
、
正―

上―

の
、
め
を
う
、
も
ろ
〳
〵

　
　
　

大　

德　
　

今　
　

十　

五　

日　
　
　

布
薩　
　
　

作　
　

②
の
、
だ
い
と
く
、
い
ま
、
じ―

ゆ
ご
、
に
ぢ
に
、
ふ
さ
づ
を
、
な
し
、

　

優
婆
塞　
　

優
婆
夷
【
菩
薩
】戒　
　
　

説

　

う
ば
そ
く
、
う
ば
江
の
、　　

か
い
を
、
と
く
、
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衆　
　

當　
　
　

一　

心　
　
　

善　
　

聽　
　
　
　

罪　

有　

者

③
し
ゆ
、
ま
さ
に
、
い
ッ
し
ん
に
、
よ
ぐ
、
き
く
べ
し
、
つ
み
あ
ら
ば
、

　

發　

露　
　
　

罪　
　

無　
　

者

　

ほ
ッ
ろ
せ
よ
、
つ
み
、
な
ぐ
ん
ば
、

　

黙　

然　
　
　
　

黙　

然　
　
　
　
　
　

故　
　
　

當　
　
　

知

④
も
く
ね
ん
せ
よ
、
も
く
ね
ん
、
す
る
が
、
ゆ
江
に
、
ま
さ
に
、
し
る

　
　
　
　

諸　
　
　
　
　

大

　

べ
し
、
も
ろ
〳
〵
の
、
だ
い

　

德　
　

清
浄　
　
　
　
　

優
婆
塞　
　

優
婆
夷
【
菩
薩
】戒

⑤
と
く
、
正―

上―

に
、
し
て
、
う
ば
そ
く
、
う
ば
ゑ
の
、　　

か
い
を
、

　

説　
　
　

堪　
　
　
　

已　
　
　

菩

　

と
く
に
、
た
い
た
り
、
す
で
に
、
ぼ

　

薩　

戒　
　
　

序　
　

説　
　

竟　
【
＊
３
】

⑥
さ
ッ
か
い
の
、
上
を
、
と
き
、
を
わ
ん
ぬ
、（
約
半
行
分
空
白
）

　
【
＊
３　
「
今
問
諸
大
德
是
中
清
浄
不
［
如
是
三
問
］
諸
大
德
是
中

清
浄
黙
然
故
是
事
如
是
持
臨
昇
座
白
大
衆
云
［
某
甲
］
稽
首
和
南
敬

白
大
衆
僧
差
誦
戒
恐
有
錯
悞
願
同
誦
者
指
示
誦
戒
畢
云
［
某
甲
］
敬

謝
衆
僧
僧
差
誦
戒
三
業
不
懃
戒
文
生
澁
坐
久
延
遅
令
衆
生
惱
願
衆
慈

悲
布
施
歓
喜
」
と
い
う
原
漢
文
あ
り
。】

（
十
六
）

　

梵　

網　

經　

盧
舎　

那　

佛　

説
【
菩
薩
】心　

地　

法 

門

①
ぼ
ん
も
う
京
、
る
し
や
な
、
ぶ
ッ
せ
づ
、　　

し
ん
ち
、
ほ
う
も
ん

　

品　
　

第　

十

　

ぼ
ん
、
だ
い
じ
ゆ
、
△
△
△

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後　

秦　
　

三　

藏　
　

法　

師　

鳩
摩
羅

②
（
約
十
四
字
分
空
白
）
こ
う
し
ん
、
さ
ん
ぞ
う
、
ほ
う
し
、
く
も
ら
、

　

什　
　

譯

　

じ
ゆ
、
や
ぐ
す
、

　

尓　

時　
　
　

盧
舎　

那
佛　
　

此　
　

大　

衆　
　
　

為

③
そ
の
と
ぎ
に
、
る
し
や
な
ぶ
つ
、
こ
の
、
だ
い
し
ゆ
の
、
た
め
に
、

　

略　
　
　
　
　

百　
　

千　
　

恒
河
沙

　

り
や
く
し
て
、
ひ
や
く
せ
ん
、
ご―

が・

し・や
、

　

不
可
説　
　
　

法　

門　
　
　

中　
　
　

心　

地　
　

開

④
ふ
か
せ
つ
の
、
ほ
う
も
ん
の
、
な
が
の
、
し
ん
ち
を
、
ひ
ら
ぎ
、

　
　
　
　
　
　
　
　

毛　

頭　
　

許

　

た
も
を
、
こ
ど
、
も
を
と―

う
、
ば
か
り
の
、

　

如　
　
　

是　
　

過
去　
　

一　

切　
　
　

佛　
　
　

已

⑤
ご
ど
し
、
こ
れ
、
か
ご
の
、
い
ッ
さ
い
の
、
ほ
ど
け
、
す
で
に
、

　

説　
　
　
　
　
　

未
來　
　
　

佛

　

と
ぎ
、
た
も
を
、
み
ら
い
の
、
ほ
ど
げ

　
　
　

當　
　
　

説　
　
　
　
　

現　

在　
　
　

佛　
　
　
　

今

⑥
も
、
ま
さ
に
、
と
ぎ
た
も
を
、
げ
ん
ざ
い
の
、
ほ
ど
け
も
、
い
ま

　

説　
　
　
　
　

三　

世

　

と
ぎ
た
も
を
、
さ
ん
ぜ
の
、

（
十
七
）

　

菩
薩　
　

已　
　
　

學　
　
　
　

當　
　
　

學　
　
　
　
　

今

①
ぼ
さ
づ
、
す
で
に
、
が
く
し
ぎ
、
ま
さ
に
、
が
く
す
べ
し
、
い
ま
、
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學　
　
　

我　
　

已

　

が
く
す
、
わ
れ
、
す
で
に
、

　

百　
　

劫　
　

是　
　

心　

地　
　

修　

行

②
ひ
や
く
こ
に
、
こ
の
、
し
ん
ち
を
、
し
ゆ
京゙
せ
し
を
も
ッ
て

　

吾　
　
　

号　
　
　
　

盧
舎

　

わ
れ
を
、
ご
を
し
て
、
る
し
や

　

那　
　

為　
　

汝　
　
　

諸
佛　
　

我　
　

所
説　
　
　

轉

③
な
ど
、
な
す
、
な
ん
ぢ
、
正
ぶ
づ
、
わ
が
、
正
せ
づ
を
、
て
ん
じ
て
、

　

一　

切　
　

衆　

生　
　

與

　

い
ッ
さ
い
、
し
ゆ
上
の
、
た
め
に
、

　

心　

地　
　

道　
　
　

開　
　
　
　
　
　
　

時　
　
　

蓮　

華

④
し
ん
ち
の
、
ど
う
を
、
ひ
ら
げ
、
た
も
を
、
と
ぎ
に
、
れ
ん
げ
、

　

臺　

蔵　
　

世
界　
　
　

赫　

赫

　

た
い
ぞ
う
、
せ
が
い
の
、
か
く
〳
〵

　
　
　
　

天　

光　

師
子　

座
上　
　

廬
舎　

那　

佛　
　

光　

光

⑤
た
る
、
て
ん
こ
、
し
し
、
ざ
上
の
、
る
し
や
な
、
ぶ
つ
、
こ
を
こ
を
、

　

放　
　
　
　

千　

華　

上

　

は
な
ッ
て
、
せ
ん
げ
、
正・

の・

、

　

佛　
　
　
　

告　
　
　
　
　
　
　

我　
　

心　

地　

法 

門

⑥
ほ
ど
げ
に
、
つ
げ
、
た
ま
わ
く
、
わ
が
、
し
ん
ち
、
ほ
う
も
ん
、

　

品　
　
　

持　
　
　
　

而　
　
　

去

　

ぼ
ん
を
、
た
も
ッ
て
、
し
か
も
、
さ
ッ
て

（
十
八
）

　

復　
　

轉　
　
　
　

千
百（
マ
マ
）　

億　
　
　

釈　

迦　

及

①
ま
だ
、
て
ん
じ
て
、
ひ
や
く
せ
ん
、
を
く
の
、
し
や
が
、
お
よ
び
、

　

一　

切　
　

衆　

生　
　

為　
　
　

次

　

い
ッ
さ
い
、
し
ゆ
上
の
、
た
め
に
、
し

　

第　
　

我　
　

上　
　
　

心　

地　

法 

門　
　

 

品　
　
　

説

②
だ
い
に
わ
が
、
か
み
の
、
し
ん
ち
、
ほ
う
も
ん
、
ぼ
ん
を
、
と
い
て
、

　

汝
等　
　

受　

持　
　

読

　

な
ん
ぢ
、
じ
ゆ
じ
し
、
ど
く

　

誦　
　
　
　

一　

心　

而　

行　
　
　
　

尓　

時　
　
　

千　

華

②
じ
ゆ
し
て
、
い
ッ
し
ん
に
、
京゙
ぜ
よ
と
、
そ
の
と
ぎ
に
、
せ
ん
げ

　

上　
　

佛　
　
　

千
百
（
マ
マ
）

　

正
の
、
ほ
と
げ
、
ひ
や
く
せ
ん
、

　

億　
　
　

釋　

迦　

蓮　

華
蔵　
　

世
界　
　

赫　

赫

④
を
く
の
、
し
や
が
、
れ
ん
げ
ぞ
う
、
せ
が
い
、
か
く
〳
〵
た
る
、

　

師
子　

座
從　
　

起　
　
　

各　

各

　

し・

し・

、
ざ・

よ
り
、
た
ッ
て
、
を
の
〳
〵
、

　

辭　
　
　

退　
　
　
　

擧　

身　
　
　
　

不
可
思
議　
　

光　

光

⑤
じ・

し・

て・

、
た
江
ん
と
の
こ―

を
し
ん
よ
り
、
ふ
か
し
ぎ
の
、
こ
う
〳
〵

　
　
　

放　
　
　
　

皆　

無

　

を
、
は
ッ
な
て
、
み
な
む

　

量　
　
　

佛　
　
　

化　
　
　

一　

時　
　

無
量　
　
　
　

靑
黄

⑥
り
や
う
、
ぶ
つ
を
、
け・

し・

て
、
い
ぢ
じ
に
、
む
り
や
う
の
、
正―

を―

、
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赤　
　

白　
　
　
　

華

　

し
や
く
び
や
く
の
、
は
な
を
、

（
十
九
）

　

以　
　
　

廬
舎　

那　

佛　
　
　

供
養　
　
　

上　
　
　

所
説

①
も
ッ
て
、
る
し
や
な
、
ぶ
つ
を
、
く
よ
う
し
、
か
み
の
、
正・

せ・

づ・

の
、

　

心　

地　

法 
門　
　

品

　

し
ん
ち
、
ほ
う
も
ん
、
ぼ
ん
を
、

　

受　

持
【
竟
】各　

各　

此　
　

蓮　

華
蔵　
　

世
界　

從
而

②
じ
ゆ
じ
し
、　

を
の
〳
〵
こ
の
、
れ
ん
げ
ぞ
う
、
せ
が
い
よ
り
、

　

没　
　
　

没　
　
　

已
【
＊
４
】體

　

ぼ
ッ
し
、
ぼ
ッ
し
、
を
わ
ッ
て
、
た
い

　

性　

虚
空
華
光　

三　

昧　
　

從　

出

③
正
、
こ
く―

け
こ―

、
ざ
ん
ま
い
、
よ
り
い
で
ぬ
、

　

出　

已　
　
　
　

方　
　
　

金　

剛　

千　

光　

王
座

　

い
で
を
わ
ッ
て
、
ま
さ
に
、
こ
ん
ご
、
せ
ん
こ
、
お―
ざ

　
　
　

坐　
　

及　
　
　

妙　

光　

堂　
　
　
　
　

十　

世
界

④
に
、
ざ
し
、
を
よ
び
、
め
う
こ
、
ど
う
に
、
し
て
じ―

ゆ
せ
が
い
、

　

海　
　
　

説　
　

復　

座
從

　

か
い
を
、
と
き
、
ま
だ
ざ
よ
り
、

　

起　
　
　

帝　

釋　
　
　

宮　
　
　

至　
　
　
　

十　

住

⑤
た
ッ
て
、
た
い
し
や
く
、
き
う
に
、
い
た
ッ
て
、
じ
ゆ
〳
〵
を
、

　

説　
　

復　
　

燄　

天　
　
　

中　
　
　

至

　

と
ぎ
、
ま
だ
、
ゑ
ん
て
ん
の
、
な
が
に
、
い
だ
ッ
て
、

　

十　

行　
　

説　
　

復　
　

座
從　
　

起　
　
　

第　

四　

天

⑥
じ
ゆ
京゙
を
、
と
ぎ
、
ま
だ
、
ざ
よ
り
、
た
ッ
て
、
だ
い
し
、
て
ん
の
、

中　
　
　

至　
　
　
　

十　

迴

な
が
に
、
い
だ
ッ
て
、
じ
ゆ
江

　
【
＊
４
「
入
體
性
虚
空
華
光
三
昧
還
本
原
世
界
閻
浮
提
菩
提
樹
下
」

と
い
う
原
漢
文
あ
り
。
重
複
部
分
に
拠
る
目
移
り
か
。】

（
二
十
）

　

向　
　

説　
　

複　
　

座
從　
　

起　
　
　

化
樂　

天　
　
　

至

①
ご
を
、
と
ぎ
、
ま
だ
、
ざ
よ
り
、
た
ッ
て
、
け
ら
ぐ
て
ん
に
、
い
た

　
　
　
　

十　

禅　

定　
　

説　
　

復

　

ッ
て
、
じ
ゆ
ぜ
ん
上
を
、
と
ぎ
、
ま

　
　
　

座
從　

起　
　
　

他
化
天　
　
　

至　
　
　
　

十　

地

②
だ
、
ざ
よ
り
た
ッ
て
、
た
げ
て
ん
に
、
い
た
ッ
て
、
じ
ッ
ち
を
、

　

説　
　

復　
　

一　

禅　
　
　

中

　

と
ぎ
、
ま
だ
、
い
ち
ぜ
ん
の
、
な

　
　
　
　

至　
　
　
　

十　
　

金　

剛　
　

説　
　

復　
　

二
禅

③
が
に
、
い
だ
ッ
て
、
じ
ゆ
、
こ
ん
ご
を
、
と
ぎ
、
ま
だ
、
に
ぜ
ん
の
、

　

中　
　
　

至　
　
　
　

十　

忍

　

な
が
に
、
い
た
ッ
て
、
じ
ゆ
に
ん

　
　
　

説　
　

復　
　

三　

禅　
　
　

中　
　
　

至　
　
　
　

十

④
を
、
と
ぎ
、
ま
だ
、
さ
ん
ぜ
ん
の
、
な
が
に
、
い
た
ッ
て
、
じ
ゆ

　

願　
　
　

説　
　

復　
　

四
禅

　

が
ん
を
、
と
ぎ
、
ま
だ
、
し
ぜ
ん



－ 69 －

　
　
　

中　
　
　

摩
醯　

  

首　

羅　

天　

王　
　

宮　
　
　

至

⑤
の
、
な
が
の
、
ま
げ
い
、
し
ゆ
ら
、
て
ん
の
を
、
ぎ
う
に
、
い
た
ッ

　
　

我　
　

本　

原　
　
　

蓮

　

て
わ
が
、
ほ
ん
げ
ん
の
、
れ
ん

　

華　

蔵　
　

世
界　
　
　

廬
舎　

那
佛　
　

所
説　
　

心　

地

⑥
げ
、
ぞ
う
、
せ
が
い
の
、
る
し
や
な
ぶ
づ
、
正・

せ・

づ・

、
し
ん
ち
、

　

法
門　

品　
　

説

　

ほ
も
ん
ぼ
ん
を
、
と
ぎ
た
も
を
、

（
二
十
一
）

　

其　

餘　
　

千　

百　
　
　

億　
　
　

釋　

迦　
　

亦　

復

①
そ
の
よ
の
、
せ
ん
ひ
や
く
、
を
く
の
、
し
や
が
も
、
ま
だ
〳
〵
、

　

是　
　
　

如　
　
　

無
二　

無
別

　

か
く
の
、
ご
と
ぐ
、
む
に
、
む
べ
つ
、

　
　
　
　

賢　

劫　
　

品　
　
　

中　
　
　

説　
　
　

如

②�

な
り
、
け
ん
ご
を
、
ほ
ん
の
、
な
が
に
、
と
く
が
、
ご
と
し
、
（
約

十
一
字
分
空
白
）

　

尓　

  

時　
　

  

釋　

迦  

初　
　
　

  

蓮　

華  

蔵　

  

世
界

③
そ
の
、
と
ぎ
に
、
し
や
が
、
は
じ
め
で
、
れ
ん
げ
、
ぞ
う
、
せ
が
い
に
、

　

現【
従
】　

東　

方　
　
　
　

來

　

げ
ん
じ
、
と
う
ぼ
う
よ
り
、
き
た
ッ
て
、

　

天　

宮　
　
　

中　
　
　

入　
　
　

魔
受　

化
經　
　

説　
　

已

④
て
ん
き
う
の
、
な
が
に
、
い
ッ
て
、
ま
じ
ゆ
け
京
を
、
と
ぎ
、
す
で

　
　
　

南　

閻　
　

浮
提　
　
　

迦
夷
羅

　

に
、
な
ん
ゑ
ん
、
ぶ
だ
い
の
、
か
江
ら
、

　

國　
　

下
生　
　
　
　
　
　

母　
　
　

摩
耶　
　

名　
　
　

父

⑤
ご
く
に
げ
正―

し
、
た
も
を
、
は
ゝ
を
、
ま
や
と
、
な
づ
げ
、
ち
ゝ

　
　
　

白　
　

浄　
　

字　
　
　

吾

　

を
、
び
や
く
上―

ど
、
な
づ
げ
、
わ
れ
を
、

　

悉　

達　
　

名　
　
　

七　

歳　
　
　
　
　
　

出　
　

家　
　

三

⑥
し
ッ
た
と
、
な
づ
ぐ
、
し
づ
さ
い
に
、
し
て
、
し
ゆ
ッ
け
し
、
さ
ん

　

十　
　
　
　
　
　

成
道　
　
　

吾

　

じ
ゆ
に
、
し
て
、
上
ど
う
す
、
わ
れ
を
、

（
二
十
二
）

　

号　
　
　
　

釋　

迦　

牟
尼
佛　
　
　

爲　
　

寂　
　
　

滅

①
ご
を
し
て
、
し
や
が
、
む
に
ぶ
つ
と
、
な
す
、
じ
や
ぐ
、
め
づ
、

　

道　

場　
　

於　
　
　

金　

剛　
　

華
光

　

ど
う
上
に
、
を
い
で
、
こ
ん
ご
う
、
け
こ
う
、

　

王
座　
　

坐　
　

乃　

至　

摩
醯　
　

首　

羅　

天　

王　
　

宮

②
を
ざ
に
、
ざ
す
、
な
い
し
、
ま
げ
い
、
し
ゆ
ら
、
て
ん
の
を
、
き
う

　
　
　
　
　
　

其　

中　

次
第　
　
　

十

　

に
、
し
て
、
そ
の
な
が
し
だ
い
に
、
じ
ゆ

　
　
　

住　

處　
　
　
　
　

説　
　

所　
　
　
　

 

【
時
】佛

③
の
、
じ・ゆ
正―

に
、
し
て
、
と
く
、
と
ご
ろ
、
な
り
、　

ほ
ど
げ
、

　

諸　
　
　
　
　

大　

梵　
　

天　

王　
　
　

網　

羅

　

も
ろ
〳
〵
の
、
だ
い
ぼ
ん
、
て
ん
の
を
の
、
も
を
ら
、

　

幢　
　
　

觀　
　

因　
　
　

為　
　
　

説　
　
　
　
　
　

無
量

④
ど
う
を
、
み
で
、
よ
ッ
て
、
た
め
に
、
と
ぎ
、
た
も
を
、
む
り
や
う
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世
界　
　

猶　
　

網　

孔　
　

如

の
、
せ
が
い
、
な
を
、
も
を
く
の
、
ご
ど
し
、

　

一　

一　
　
　

世
界　
　

各　

各　
　

不
同　
　

別　

異

⑤
い
ち
〳
〵
の
、
せ
が
い
、
か
く
〳
〵
、
ふ
ど
う
、
べ
つ
江
、
な
る
、

　
　
　
　

無
量　
　
　
　
　

佛　
　
　
　

教
門

　

こ
ど
、
む
り
や
う
な
り
、
ほ
ど
げ
の
、
京
も
ん
も
、

　

亦　

復　
　

是　
　
　

如　
　
　

吾　
　

今　
　

此　
　

世
界

⑥
ま
だ
〳
〵
、
か
ぐ
の
、
ご
と
し
、
わ
れ
、
い
ま
、
こ
の
、
せ
が
い
に
、

　

來　
　
　
　
　
　

八　

千　
　

反

　

き
た
る
、
こ
ど
、
は
（「
ち
」を「
ッ
」に
訂
正
）

ッ
せ
ん
、
べ
ん
な
り
、

　

此　
　

娑　

婆　

世
界　
　
　

為　
　
　

金　

剛　
　

華
光

⑦
こ
の
、
し
や
ば
、
せ
が
い
の
、
た
め
に
、
こ
ん
ご
う
、
け
こ
う

　

王
座　
　

坐　
　

乃　

至　

魔
醯　
　

首

　

を―

ざ
に
、
ざ
す
、
な
い
し
、
ま
げ
い
、
し
ゆ

（
二
十
三
）

　

羅　

天　

王　
　

宮　
　
　
　
　
　

是　
　

中　
　
　

一　

切

①
ら
、
て
ん
の
を
、
き
う
に
、
し
て
、
こ
の
、
な
が
の
、
い
ッ
さ
い
の
、

　

大　

衆　
　
　

為　
　
　

略　
　
　
　
　

心　

地

　

だ
い
し
ゆ
の
、
た
め
に
、
り
や
く
し
て
、
し
ん
ち
を
、

　

開　
　
　
　
　
　
　

竟　
　
　
　

複　
　

天　

王　
　

宮　

從

②
ひ
ら
ぎ
、
た
ま
い
、
を
わ
ん
ぬ
、
ま
だ
、
て
ん
の
う
、
き
う
よ
り
、

　

下　
　
　
　

閻　

浮　

提　
　
　

菩
提　
　

樹　

下

　

く
だ
ッ
て
、
江
ん
ぶ
、
だ
い
の
、
ぼ
だ
い
、
じ
ゆ
げ

　
　
　

至　
　
　
　

此　
　

地
上　
　

一　

切　

衆　

生　

凡　

夫

③
に
、
い
た
ッ
て
、
こ
の
、
ち
正―

の
、
一
ッ
さ
い
し
ゆ
上
、
ぼ
ん
ぶ
、

　

癡
闇　

之　

人　
　
　

為　
　
　

本　
　

盧
舎　

那　

佛

　

ち
あ
ん
の
、
ひ
と
の
、
た
め
に
、
ほ
ん
、
る
し
や
な
、
ぶ
つ

　
　
　

心　

地　
　

中　
　
　

初
發　

心　
　
　

中　
　
　
　

常

④
の
、
し
ん
ち
の
、
な
が
の
、
正
ほ
ッ
し
ん
の
、
な
が
よ
り
、
つ
ね
に
、

　

誦　
　
　
　
　
　
　

所　
　
　
　

一
戒　
　

光

　

じ
ゆ
し
、
た
も
を
、
と
ご
ろ
の
、
一
か
い
、
こ
う

　

明　
　
　

説　
　

金
剛　
　
　

寳　

戒　
　
　

是　
　

一　

切

⑤
め
う
を
、
と
く
、
こ
ん
ご
う
、
ほ
う
か
い
わ
、
こ
れ
、
一
ッ
さ
い

　

佛　
　
　

本　

原　
　

一　

切　

菩
薩　
　
　

本

　

ぶ
づ
の
、
ほ
ん
げ
ん
、
一
ッ
さ
い
ぼ
さ
づ
の
、
ほ
ん

　

原　
　

佛
【
性
】
種　

子　
　
　

一　

切　

衆　

生　

皆　
　

佛

⑥
げ
ん
、
ぶ
ッ　
　

し
ゆ
し
な
り
、
一
ッ
さ
い
し
ゆ
上
、
み
な
、
ぶ
ッ

　

性
有　
　

一　

切　
　
　

意
識　
　

色　

心

　

正
あ
り
、
一
ッ
さ
い
の
、
ゐ
し
ぎ
、
し
ぎ
し
ん
、

（
二
十
四
）

　

是　

情　

是　

心　
　
　
　
　
　

皆　
　

佛　

性　

戒　
　
　

中

①
こ・

の・

上・

、
こ・

の・

し・

ん
、
あ
る
わ
、
み
な
、
ぶ
ッ
正
、
か
い
の
、
な
が

　
　
　

入　
　
　
　

當
當　
　

常　
　
　

因

　

に
、
い
る
べ
し
、
ま
さ
に
、
つ
ね
に
、
江
ん
、

　

有　
　
　

故　
　
　

當
當　
　

常
住　
　
　

法　

身　

有　
　

是

②
あ
る
が
、
ゆ
江
に
、
ま
さ
に
、
上―

じ―

ゆ
の
、
ほ
ッ
し
ん
あ
り
、
か
ぐ
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如　
　
　
　

十　

波
羅
提　
　

木　

叉

の
、
ご
ど
ぎ
の
、
十
ッ
ば
ら
だ
い
、
も
く
し
や

　
　
　
　
　
　
　

世
界　

於　

出　
　

是　
　

法
戒　
　
　

是　

三

③
を
、
も
ッ
て
、
せ
が
い
を
、
い
づ
、
こ
の
、
ほ
か
い
わ
、
こ
れ
さ
ん

　

世　

一　

切　
　
　

衆　

生　

頂　

戴　
　

受　

持

　

せ
、
一
ッ
さ
い
の
、
し
ゆ
上
、
ち
よ
だ
い
、
じ
ゆ
じ
、

　
　
　
　
　

吾　

今　
　

當　
　
　

此　
　

大　

衆　
　
　

為

④
す
べ
し
、
わ
れ
い
ま
、
ま
さ
に
、
こ
の
、
だ
い
し
ゆ
の
、
た
め
に
、

　

重　
　
　
　

十
無
盡　
　

蔵　

戒

　

か
さ
ね
て
、
十
む
じ
ん
、
ぞ
う
か
い
、

　

品　
　
　

説　
　
　
　

是　
　

一　

切　
　

衆　

生　

戒

⑤
ほ
ん
を
、
と
ぐ
べ
し
、
こ
れ
、
一
ッ
さ
い
、
し
ゆ
上
、
か
い
の
、

　

本　

原　
　

自
性　

清
浄

　

ほ
ん
げ
ん
、
じ
正
、
正―

上―

な
り
、（
約
三
字
分
空
白
）

　

我　

今　
　

廬
舎　

那　

方　
　
　

蓮　

華
臺　
　
　

坐

⑥
わ
れ
い
ま
、
る
し
や
な
、
ま
さ
に
、
れ
ん
げ
た
い
に
、
ざ
す
、

　

周　

匝　
　
　
　

千　

華　

上

　

し―

ゆ
そ―

う
せ
る
、
せ
ん
げ
、
正
に
、

　

複　
　

千　
　
　

釋　

迦　
　

現　
　
　

一　

華　
　

百
億

⑦
ま
だ
、
せ
ん
の
、
し
や
が
を
、
げ
ん
ず
、
一
ッ
け
に
、
百
を
く
の
、

　

國　
　
　
　
　

一　

國　
　
　

一　

釋　

迦

　

く
に
あ
ッ
て
、
一
ッ
こ
く
に
、
一
ッ
し
や
が
、

（
二
十
五
）

　
　
　
　

各　
　
　
　

菩
提　
　

樹　
　
　

坐　
　
　

一
時　
　

佛

①
あ
り
、
を
の
〳
〵
、
ぼ
だ
い
、
じ
ゆ
に
、
ざ
し
て
、
一
じ
に
、
ふ
づ

　

道　
　
　

成　
　

是　
　
　

如

　

ど
う
を
、
上
ず
、
か
ぐ
の
、
ご
と
ぎ
の
、

　

千　

百　
　
　

億　
　
　

廬
舎　

那　
　

本　

身　
　
　
　

千

②
せ
ん
ひ
や
く
、
を
く
わ
、
る
し
や
な
の
、
ほ
ん
し
ん
な
り
、
せ
ん

　

百　
　
　

億　
　
　

釋　

迦　

各

　

ひ
や
く
、
を
く
の
、
し
や
が
、
を
の
〳
〵
、

　

微
塵　
　
　

衆　
　
　

接　
　
　
　

俱　
　
　

我　
　

所

③
み
じ
ん
の
、
し
ゆ
を
、
せ
ッ
し
て
、
と
も
に
、
わ
が
、
と
こ
ろ
に
、

　

來　

至　
　
　

我　
　

佛　

戒　
　
　

誦

　

ら
い
し
し
て
、
わ
が
、
ぶ
ッ
か
い
を
、
じ
ゆ

　
　
　
　
　

聽　
　
　

甘
露　
　
　

門　
　

則　
　
　
　

開

④
す
る
を
、
き
江
で
、
か
ん
ろ
の
、
も
ん
、
す
な
わ
ぢ
、
ひ
ら
げ
ぬ
、

　

是　
　

時　
　
　

千　

百

　

こ
の
、
と
ぎ
に
、
せ
ん
ひ
や
く
、

　

億　
　

還　
　
　

本　

道　
　

場　
　

至　
　
　
　

各

⑤
を
く
、
か
い
て
、
ほ
ん
ど
う
、
上―

に
、
い
だ
ッ
て
、
を
の
〳
〵
、

　

菩
提　
　

樹　
　
　

坐　
　
　

我　
　

本

　

ぼ
だ
い
、
じ
ゆ
に
、
ざ
し
て
、
わ
が
、
ほ
ん

　

師　

戒　
　
　

十
重　
　

四
十
八　
　

誦　
　
　
　
　
　

戒

⑥
し
、
か
い
の
、
十
じ
ゆ
、
四
十
八
を
、
じ
ゆ
す
、
べ
し
、
か
い
わ
、
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明　
　
　
　
　
　
　

日　

月

　

あ
き
ら
が
、
な
る
、
じ
つ
げ
つ
の
、

（
二
十
六
）

　

如　
　
　

亦　

瓔　

珞　
　

珠　
　
　

如　
　
　

微
塵　
　
　

菩

①
ご
と
く
、
ま
だ
よ
う
ら
く
、
し・

ゆ
の・

、
ご
と
し
、
み
じ
ん
の
、
ぼ

　　

薩　

衆　
　

是　
　
　

由　
　
　

正
覺

　

さ
ッ
し
ゆ
、
こ
れ
に
、
よ
ッ
て
、
正
が
く

　
　
　

成　
　

是　
　

廬
舎　

那　

誦　
　
　
　
　
　
　

我

②
を
、
上
ず
、
こ
れ
、
る
し
や
な
、
じ
ゆ
し
、
た
も
を
、
わ
れ
も
、

　

亦
【
如
是
】誦　
　
　

汝　
　
　

新　

學

　

ま
だ
、　　

じ
ゆ
す
、
な
ん
ぢ
、
し
ん
が
く

　
　
　

菩
薩　
　
　

頂　

戴　
　
　
　
　

戒　
　
　

受　

持

③
の
、
ぼ
さ
づ
も
、
ち
よ
だ
い
、
し
て
、
か
い
を
、
じ
ゆ
じ
、
す
べ
し
、

　

是　
　

戒　
　
　

受　

持

　

こ
の
、
か
い
を
、
じ
ゆ
じ
し

　

已　
　
　
　

轉　
　
　
　

諸　
　
　
　
　

衆　

生　
　

授

④
を
わ
ッ
て
、
て
ん
じ
で
、
も
ろ
〳
〵
の
、
し
ゆ
上
に
、
あ
ど
を
、

　

諦　
　
　
　
　

聽　
　

我

　

あ
ぎ
ら
が
に
、
き
げ
、
わ
れ
、

　

正　
　
　
　

佛　

法　
　
　
　

中　
　
　

戒　

藏　
　
　

波
羅
提

⑤
ま
さ
し
く
、
ぶ
ッ
ほ
う
を
の
、
な
が
の
、
か
い
ぞ
う
の
、
は
ら
だ
い
、

　

木　
　

叉　
　
　

誦

　

も
く
、
し
や
を
、
じ
ゆ

　
　
　
　
　

大　

衆　
　

心　
　
　

諦　

信　
　
　
　
　

汝

⑥
す
べ
し
、
だ
い
し
ゆ
、
し
ん
に
、
た
い
し
ん
、
せ
よ
、
な
ん
ぢ
わ

　

是　
　

當　

成　
　

佛

　

こ
れ
、
と―

う
上―

の
、
ほ
ど

　
　
　
　
　

我　
　
　

是　
　

已
成　
　

佛　
　
　
　
　

常

⑦
げ
な
り
、
わ
れ
わ
、
こ
れ
、
ゐ
上
の
、
ほ
ど
げ
な
り
、
つ
ね
に
、

　

是　
　
　

如

　

か
ぐ
の
、
ご
ど
く
の
、

（
二
十
七
）

　

信　
　
　

作　
　
　

戒　

品　
　

已　
　
　

具
足　
　
　
　

一

①
し
ん
を
、
な
せ
ば
、
か
い
ほ
ん
、
す
で
に
、
ぐ
そ
く
し
め
、
一
ッ

　

切　
　

心　
　

有　
　

者

　

さ
い
、
こ
ゝ
ろ
あ
る
、
も
の
わ
、

　

皆　
　

應　
　
　

佛
戒　
　
　

攝　
　
　
　
　
　

衆　

生　

佛

②
み
な
、
ま
さ
に
、
ぶ
か
い
を
、
じ
ゆ
す
、
べ
し
、
し
ゆ
上
、
ぶ
ッ

　

戒　
　
　

受　
　
　
　

即　
　
　

諸

　

か
い
を
、
う
ぐ
、
れ
ば
す
な
ぢ
、
正

　

佛　
　
　

位　
　
　
　

入　
　

位　
　
　

大　

覺　
　
　

同

③
ぶ
づ
の
、
く
ら
い
に
、
い
る
、
く
ら
い
、
た
い
か
く
に
、
を
な
、

　
　
　
　
　

已　
　
　

真

　

じ
う
し
、
を
わ
る
、
ま
ご
ど
に
、

　

是　
　

諸
佛　
　
　

子　
　
　
　

大　

衆　
　

皆　

恭
敬

④
こ
れ
、
正
ぶ
づ
の
、
み
ご
な
り
、
だ
い
し
ゆ
、
み
な
く
京゙
、
し
て
、
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至
心　
　
　

聽　
　

我

　

し―
し
ん
に
、
き
く
、
わ
れ

　

誦
⑤
じ
ゆ
せ
ん
と
の
、
た
も
を
、　

△
△
△
（
約
十
七
字
分
空
白
）

　

尓　
　

時　
　
　

釋　

迦　

牟
尼
佛　
　

初　
　
　
　

菩
提

⑥
そ
の
、
と
ぎ
に
、
し
や
が
、
む
に
ぶ
づ
、
は
じ
め
で
、
ぼ
だ
い
、

　

樹　

下　
　

坐　
　
　

無
上
（
正
）
覺

　

じ・ゆ
げ・

に
、
ざ・

し・

て・

、
む
上
、
正―

　

が
く
を
、

（
二
十
八
）

　

成　
　

初　
　
　
　

菩
薩　
　
　

波
羅
提　
　

木　

叉　
　
　

結

①
上
じ
、
は
じ
め
に
、
ぼ
さ
づ
の
、
は
ら
だ
い
、
も
く
し
や
を
、
け
し

　
　
　

父
母　

師
僧　
　

三

　

て
、
ふ
ぼ
、
し
そ
う
、
さ
ん

　

寳　
　
　

孝　

順　
　
　
　
　
　

孝　

順　
　
　
　

至
道　

之

②
ぼ
う
に
、
こ
を
じ
ゆ
ん
せ
し
む
、
こ
う
じ
ゆ
ん
わ
、
し―
ど
う
の
、

　

法　
　
　
　

孝　
　
　

名

　

ほ
う
な
り
、
こ
う
を
、
な
づ
、

　
　
　
　

戒　
　
　

為　
　

亦　
　

制　

止　
　

名　
　
　
（
佛
）

③
げ
で
、
か
い
ど
、
な
し
、
ま
だ
、
せ
い
し
と
、
な
づ
ぐ
、
ほ
ど
げ
、

　

即　
　
　
　

口

　

す
な
わ
ぢ
、
み
ぐ
ぢ
、
よ
り
、

　

無
量　
　
　
　

光　

明　
　
　

放　
　
　
　
　
　
　

是　
　

時

④
む
り
や
う
の
、
こ
う
め
う
を
、
は
な
ぢ
、
た
も
を
、
こ
の
、
と
ぎ
に
、

　

百
万　

億　
　
　

大

　

百
ま
ん
の
ぐ
の
、
だ
い

　

衆　
　

諸　
　
　
　
　

菩
薩　
　

十
八　

梵
（
天
）　 

六　
　

欲

⑤
し
ゆ
、
も
ろ
〳
〵
の
、
ぼ
さ
づ
、
十
八
、
ぼ
ん
で
ん
、
ろ
ぐ
、
よ
ぐ

　

天　

子　

十
六　

大　

國

　

て
ん
し
、
十
六
、
だ
い
こ
ぐ
、

　

王　
　

合　

掌　
　
　
　

至　

心　
　
　

佛　
　
　
　

一　

切

⑥
の
を
、
が
ッ
正
、
し
て
、
し―

、
し―

ん
に
、
ほ
ど
げ
の
、
一
ッ
さ
い
、

　
（
諸
）佛　
　
　

大　

乗　

戒

　

正　

ぶ
つ
の
、
だ
い
上
、
か
い
を
、

　

誦　
　
　
　
　
　

聽　
　
　
　
　
（
佛
）　　

諸　
　
　
　
　

菩
薩

⑦
じ
ゆ
じ
た
も
を
、
き
か
ん
と
す
、
ほ
ど
け
、
も
ろ
〳
〵
の
、
ぼ
さ
づ

　
　
　

告　
　
　

言

　

に
、
つ
げ
て
、
の

（
二
十
九
）

　
　
　
　
　
　
　

我　
　

今　
　

半　

月　
　

半　

月　

自

①
た
ま
、
わ
く
、
わ
れ
、
い
ま
、
は
ん
が
つ
、
は〳
〵んに
、
み
つ
が
ら
、

　

諸
佛　
　
　

法
戒
（
マ
マ
） 

誦

　

正
ぶ
つ
の
、
か
い
ほ
う
を
、
じ
ゆ
す
、

　

汝　

等　
　

一　

切　
　

發　

心　
　
　

菩
薩
【
亦
誦
】乃
至

②
な
ん
だ
ち
、
一
ッ
さ
い
、
ほ
ッ
し
ん
の
、
ぼ
さ
つ
、　　

な
い
し
、

　

十　

發
趣　
　

十　

長　

養　

十　

金　

剛

　

十
ッ
ほ
し
ゆ
、
十
ッ
ち
よ
よ
、
十
ッ
こ
ん
ご
う
、
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十　

地　
　

諸　
　
　
　
　

菩
薩　
　
　

亦　
　

誦

③
十
ッ
ち
の
、
も
ろ
〳
〵
の
、
ぼ
さ
づ
も
、
ま
だ
、
じ
ゆ
す
、
べ
し
、

　

是　

故　
　
　

戒　

光　
　

口

　

こ
の
ゆ
江
に
、
か
い
こ
う
、
く
ち

　

從　
　

出　
　

縁　

有　
　

因　

無　
　
　

非　
　
　
　
　

故

④
よ
り
、
い
づ
、
ゐ
ん
あ
り
、
ゐ
ん
な
き
に
、
あ
ら
ざ
る
が
、
ゆ
江
に
、

　

光　

光　
　

靑
黄　

赤

　

こ
う
こ
わ
、
正
を
、
し
や
ぐ
、

　

白　
　

黒　
　
　

非　
　
　

色　
　
　

非　
　
　

心　
　
　

非

⑤
び
や
く
こ
く
に
、
あ
ら
ず
、
し
ぎ
に
、
あ
ら
ず
、
し
ん
に
、
あ
ら
ず
、

　

有　
　

非　
　
　

無

　

う
に
、
あ
ら
す
、
む
に
、

　

非　
　
　

因　

果　
　

法　
　
　

非　
　
　
（
是
）　

諸
佛　

之　

⑥
あ
ら
ず
、
ゐ
ん
が
の
、
ほ
う
に
、
あ
ら
ず
、
こ
れ
、
正
ぶ
つ
の
、

　

本　

原　
　

菩
薩　
　
　

道

　

ほ
ん
げ
ん
、
ぼ
さ
つ
の
、
ど
う

　
　
　

行　
　
　

之　

根　

本　
　

是　
　

大　

衆　
　

諸
佛　

子

⑦
を
、
京゙
、
ず
る
の
、
こ
ん
ぼ
ん
、
こ
れ
、
だ
い
し
ゆ
、
正
ふ
ッ
し

　

之　

根　

本　
　
　
　

是　

故

　

の
、
こ
ん
ぼ
ん
な
り
、
こ
の
ゆ
い
に
、

（
三
十
）

　

大　

衆　
　

諸
佛　

子　

應　
　
　

受　

持　
　
　
　
　

應

①
だ
い
し
ゆ
、
正
ぶ
ッ
し
、
ま
さ
に
、
じ
ゆ
じ
、
す
べ
し
、
ま
さ
に
、

　

読　

誦　
　
　
　
　
　
（
應
）

　

ど
く
じ
ゆ
、
す
べ
し
、
ま
さ

　
　
　

善　

學　
　
　
　
　
　

佛　

子　

諦　
　
　
　
　
　

聽

②
に
、
ぜ
ん
が
く
、
す
べ
し
、
ぶ
ッ
し
、
あ
ぎ
ら
、
が
に
、
き
け
、

　

若　
　

佛　
　

戒　
　
　

受

　

も
し
、
ぶ
ッ
、
か
い
を
、
う
げ
ん
、

　

者　
　
　

國　

王　
　

王
子　

百
官　
　

宰　

相　

比
丘　

比
丘
尼

③
も
の
わ
、
こ
ぐ
お
う
、
を・

じ・

、
百
か
ん
、
さ
い
正
、
び
く
、
び
く
に
、

　

十
八　

梵　
【
天
】

　

十
八
、
ぼ
ん
で
ん
、

　

六　

欲　
　

天　

子　

庶　

民　
　

黄　

門　
　

婬　

男

④
ろ
ぐ
よ
く
、
て
ん
し
、
し
や
み
ん
、
こ
う
も
ん
、
ゐ
ん
な
ん
、

　

婬　

女　
　

奴
婢　

八

　

ゐ
ん
に
よ
、
ぬ
び
、
は
ち

　

部
鬼
神　
　

金　

剛　
　

神　
　

畜　

生　

乃　

至　

變　

化

⑤
ぶ
き
じ
ん
、
こ
ん
ご
う
、
じ
ん
、
ち
く
正
、
な
い
し
、
へ
ん
げ
、

　

人　
　
　
　
　
　

但

　

じ
ん
、
ま
で
も
、
た
ゝ
、

　

法　

師　
　

語　
　

解　
　
　

盡　
　
　
　
　

戒　
　
　

受　

得

⑥
ほ
ッ
し
の
、
ご
を
、
げ・

し・

て・

、
こ
ど
〳
〵
ぐ
、
か
い
を
、
じ
ゆ
と
く
、

　
　
　
　
　

皆

　

す
れ
ば
、
み
な
、
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（
三
十
一
）

　

第　

一 

淸
浄
【
者
】　

名

①
だ
い
一
正―

上―

と
、　　

な
づ
く
、（
約
二
十
二
字
分
空
白
）

　

佛　
　
　

諸　
　
　
　
　

佛　

子　
　

告　
　
　

言

②
ほ
ど
げ
、
も
ろ
〳
〵
の
、
ぶ
ッ
し
に
、
つ
げ
で
、
の
た
ま
わ
く
、

　

十
重　
　

波
羅
提　
　

木　

叉　
　

有

　

十
じ
ゆ
、
は
ら
だ
い
、
も
く
し
や
、
あ
り
、

　

若　
　

菩
薩　

戒　
　
　

受　
　

此　
　

戒　
　
　

誦　
　

不

③
も
し
、
ぼ
さ
ッ
か
い
を
、
う
げ
て
こ
の
、
か
い
を
、
じ
ゆ
せ
ん
、

　

者　
　
　

菩
薩　
　
　

非　
　
　

佛　

種

　

も
の
わ
、
ぼ
さ
づ
に
、
あ
ら
づ
、
ぶ
ッ
し
ゆ
、

　

子　
　

非　
　
　

我　
　
　

亦　
　

是　
　
　

如　
　
　

誦

④
し
に
、
あ
ら
ず
、
わ
れ
も
、
ま
だ
、
か
ぐ
の
、
ご
と
ぐ
、
じ・ゆ
す・

、

　

一　

切　
　
　

菩
薩　
　

已　
　
　

學

　

一
ッ
さ
い
の
、
ぼ
さ
づ
、
す
で
に
、
が
く

　
　
　
　

一　

切　
　
　

菩
薩　
　

當　
　
　

學

⑤
し
ぎ
、
一
ッ
さ
い
の
、
ぼ
さ
づ
、
ま
さ
に
、
が
く
、
す
べ
し
、

　

一　

切　
　
　

菩
薩　
　

今　
　

學
【
我
】
已

　

一
ッ
さ
い
の
、
ぼ
さ
づ
、
い
ま
、
が
く
す
、
す
で

　
　
　

略　
　
　
　
　
（
菩
薩
）　

波
羅
提　
　

木　
　

叉

⑥
に
、
り
や
く
し
て
、
ぼ
さ
づ
、
は
ら
だ
い
、
も
く
、
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應
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、
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